
予約制を活用して、コンテナ輸送の
効率化を目指してみませんか？

○東京港では、コンテナターミナルのゲート前混雑の解消を目指し、国土交通省が開発した予約システム「CONPAS」
を活用してコンテナ搬出入予約制事業を実施しています。

○令和7年1月から、大井地区及び青海地区において第7期の取組を実施します。

大井ふ頭 青海ふ頭

大井１・２号 大井３・４号 大井６・７号 青海４号

実施
時期

1月28日(火)～2月14日(金)
までの平日13日間（3ターミナル同時実施）

2月5日(水)～2月19日(水)
までの平日10日間

対象
コンテナ

①搬出（実入・空）
②搬入（実入・空）

■ 東京港におけるコンテナ搬出入予約制事業（CONPAS） 第７期実施内容

CONPAS
①利用申請

CONPAS
②操作説明資料等

▼本掲載内容について：
CONPAS事務局（パシフィックコンサルタンツ㈱ 港湾部 荒木・廣田）
電話：03-6777-1581

<参加方法>

※本事業については効果検証を行いながら、継続して実施していく予定です。

▼本事業の全般について：
東京都 港湾局 港湾経営部 振興課
電話：03-5320-5658

①本事業への参加にはCyber Port・CONPAS
ポータルサイトでの利用申請が必要です。

②陸運事業者様向けにCONPASの操作方法や運
用ルールのポイント等を説明した手引きを順次配信
します。

おかげさまで39周年

Anniversary39th
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開
場
時
に
は
︑
坂
本
克
己
会

長
を
筆
頭
に
正
副
会
長
・
理
事

長
が
会
場
入
口
で
立
礼
し
︑
全

国
か
ら
参
集
し
た
多
数
の
出
席

者
を
出
迎
え
た
︒

　

国
歌
斉
唱
に
続
き
︑
主
催
者

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
坂
本
会
長
は
︑﹁
我
々
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
に
と
っ
て
︑
道

路
は
血
管
で
あ
り
︑
物
流
は
血

液
で
あ
る
︒
今
こ
そ
ド
ラ
イ
バ

ー
の
待
遇
改
善
を
実
現
し
︑
我

が
国
の
物
流
を
持
続
可
能
な
も

の
と
し
た
上
で
︑我
が
国
が
﹃
第

２
の
高
度
成
長
期
﹄
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
︑
新
年

に
向
け
た
抱
負
を
力
強
く
述
べ

た
（
要
旨
別
掲
）︒

　

続
い
て
︑
来
賓
と
し
て
中
野

洋
昌
国
土
交
通
大
臣
︑
加
藤
勝

信
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興

議
員
連
盟
会
長
・
財
務
大
臣
︑

赤
羽
一
嘉

公
明
党
ト

ラ
ッ
ク
議

員
懇
話
会

会
長
・
公

明
党
副
代

表
が
あ
い

さ
つ
し
た

（
詳
細
２

面
）︒

　

そ
の

後
︑
全
ト

協
正
副
会

長
と
︑
国

土
交
通
省

の
鶴
田
浩

久
物
流
・

自
動
車
局

長
と
山
本

巧
道
路
局

長
が
壇
上

に
勢
揃
い

し
︑
小
林

和
男
副
会

長
の
発
声

で
乾
杯
が

行
わ
れ
る

と
︑
会
場
は
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
︒

　

続
い
て
︑
多
数
の
自
民
党
・

公
明
党
国
会
議
員
が
順
次
壇
上

に
立
ち
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
対
す
る
力
強
い
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
と
も
に
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
︒
特
に
︑
閣
僚
や
自
民

・
公
明
両
党
の
幹
部
な
ど
の
出

席
も
多
く
み
ら
れ
︑
国
会
議
員

・
前
国
会
議
員
の
出
席
者
は
２

５
１
人
を
数
え
る
な
ど
︑
例
年

を
上
回
る
盛
会
と
な
っ
た
（
出

席
国
会
議
員
一
覧
を
２
面
に
掲

載
）︒

　

ま
た
︑
全
国
道
路
利
用
者
会

議 

古
賀
誠
会
長
（
自
民
党
元

衆
議
院
議
員
）
も
出
席
し
た
︒

　

閉
宴
に
あ
た
っ
て
は
︑
小
丸

成
洋
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
ほ
か
︑
全
ト
協
正
副
会
長

や
中
野
国
交
大
臣
ら
が
壇
上
に

勢
揃
い
し
た
上
で
︑
寺
岡
洋
一

副
会
長
発
声
に
よ
る
﹁
ガ
ン
バ

ロ
ー
コ
ー
ル
﹂を
力
強
く
行
い
︑

出
席
者
全
員
が
持
続
可
能
な
物

流
の
実
現
に
向
け
た
業
界
の
一

致
結
束
を
強
く
誓
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
１
月
21
日
︑
東

京
都
千
代
田
区
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
に
て

令
和
７
年﹁
新
年
賀
詞
交
歓
会
﹂を
開
催
し
た
︒

　

賀
詞
交
歓
会
に
は
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
関
係
者
の
ほ
か
︑
来
賓
と
し
て
中
野

洋
昌
国
土
交
通
大
臣
や
加
藤
勝
信
自
由
民
主

党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
会
長
・
財

務
大
臣
︑
赤
羽
一
嘉
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員

懇
話
会
会
長
・
公
明
党
副
代
表
が
出
席
︒
ま

た
︑
林
芳
正
内
閣
官
房
長
官
や
斉
藤
鉄
夫
公

明
党
代
表
︑
井
上
貴
博
衆
議
院
国
土
交
通
委

員
長
な
ど
数
多
く
の
自
民
党
・
公
明
党
の
国

会
議
員
が
出
席
︒
さ
ら
に
︑
関
係
行
政
・
関

係
団
体
の
幹
部
な
ど
も
合
わ
せ
︑
６
５
０
人

が
一
堂
に
会
し
︑
盛
大
に
新
春
を
祝
っ
た
（
関

連
２
面
）︒

　

ご
来
賓
の
皆
様
︑
ま
た
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑

健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
︒

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
︒

　

日
本
社
会
の
高
齢
化
に

伴
っ
て
労
働
人
口
が
減
少

し
︑
こ
の
ま
ま
で
い
く
と

２
０
３
０
年
に
は
多
く
の

企
業
が
労
働
力
不
足
に
直

面
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
に
お
い
て
も
︑
国

民
の
暮
ら
し
と
経
済
を
輸

送
の
現
場
で
支
え
て
お
ら

れ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
数
が
大
き
く
減
少
し

て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
︒

　

今
か
ら
80
年
前
と
な
る

昭
和
20
年
に
第
二
次
世
界

大
戦
が
終
結
し
︑
日
本
は

荒
廃
し
ま
し
た
︒
敗
戦
に

打
ち
ひ
し
が
れ
た
多
く
の

国
民
が
︑
終
戦
か
ら
復
興
に
向

か
う
力
強
い
日
本
を
象
徴
す
る

か
の
よ
う
な
流
行
歌
﹃
東
京
ブ

ギ
ウ
ギ
﹄
を
耳
に
し
︑
心
を
大

い
に
動
か
さ
れ
ま
し
た
︒
現
在
︑

輸
送
の
現
場
で
働
い
て
お
ら
れ

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

様
も
︑﹃
東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
﹄
の

よ
う
に
﹁
心
ウ
キ
ウ
キ
︑
ワ
ク

ワ
ク
﹂
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
︒
さ
ら

に
は
︑
給
料
が
今
よ
り
も

多
く
支
給
さ
れ
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
様
の
懐
が
﹁
ジ

ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
﹂
と
潤
う
よ

う
に
し
て
い
く
必
要
も
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

現
場
で
働
い
て
お
ら
れ

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
様
方
に
は
︑
５
年
前

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
た
中
に
お
い
て
も
︑

地
域
や
暮
ら
し
︑
経
済
を

支
え
る
た
め
に
一
生
懸
命

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
︒
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
︑
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

と
っ
て
︑道
路
は
血
管
で
あ
り
︑

物
流
は
血
液
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
︒
本
日
は
︑
全
国
か

ら
多
く
の
業
界
の
皆
様
に
ご
参

集
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
︑

今
こ
そ
業
界
が
一
枚
岩
に
な
っ

て
︑
よ
り
団
結
を
深
め
︑
今
年

こ
そ
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
日
々
奮
闘
し
て
お
ら
れ

る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
を

実
現
し
︑
我
が
国
の
物
流
を
持

続
可
能
な
も
の
と
し
た
上
で
︑

﹁
第
２
の
高
度
経
済
成
長
期
﹂

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

全
国
の
輸
送
の
最
前
線
で
働

い
て
お
ら
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
様
方
に
︑
夢
と
希

望
と
誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
い

た
だ
け
る
よ
う
︑
今
年
も
精
一

杯
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
︒

坂
本
会
長
主
催
者
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

坂本　克己
全ト協会長

中野　洋昌
国土交通大臣

加藤　勝信
自民党トラック議連会長

赤羽　一嘉
公明党トラック議員懇話会会長

寺岡洋一副会長の発声による「ガンバローコール」を力強く行い、出席者全員が業界の一致結束を強く誓った（1月21日、パレスホテル東京）

令
和
７
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
に
６
５
０
人
が
集
結

古賀　誠
全国道路利用者会議会長

トラックドライバーの　　    　で高度成長の夢を再び!!「ウキ、ウキ」
「ワク、ワク」

夢
と
希
望
と
誇
り
を
も
っ
て

働
け
る
環
境
整
備
を
！

「道路は血管、物流は血液」「道路は血管、物流は血液」

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

2月1日号

1月1・10日号

（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）
※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行
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︹
自
由
民
主
党
・
衆
議
院
︺

逢
沢　

一
郎 

﹇
岡
山
１
区
﹈

赤
澤　

亮
正 

﹇
鳥
取
２
区
﹈

東　
　

国
幹 

﹇
北
海
道
６
区
﹈

麻
生　

太
郎 

﹇
福
岡
８
区
﹈

安
藤　

た
か
お 

﹇
比
例
東
京
﹈

石
田　

真
敏 

﹇
比
例
近
畿
﹈

石
破　

茂 

﹇
鳥
取
１
区
﹈

石
原　

宏
高 

﹇
東
京
３
区
﹈

伊
藤　

忠
彦 

﹇
比
例
東
海
﹈

伊
藤　

也 

﹇
比
例
東
京
﹈

稲
田　

朋
美 

﹇
福
井
１
区
﹈

井
野　

俊
郎 

﹇
群
馬
２
区
﹈

井
上　

信
治 

﹇
東
京
25
区
﹈

井
上　

貴
博 

﹇
福
岡
１
区
﹈

井
林　

辰
憲 

﹇
静
岡
２
区
﹈

岩
田　

和
親 

﹇
比
例
九
州
﹈

岩
屋　

毅 

﹇
大
分
３
区
﹈

上
田　

英
俊 

﹇
富
山
２
区
﹈

上
野　

賢
一
郎 

﹇
滋
賀
２
区
﹈

江
渡　

聡
徳 

﹇
比
例
東
北
﹈

英
利　

ア
ル
フ
ィ
ヤ﹇
比
例
南
関
東
﹈

遠
藤　

利
明 

﹇
山
形
１
区
﹈

大
岡　

敏
孝 

﹇
比
例
近
畿
﹈

大
串　

正
樹 

﹇
比
例
近
畿
﹈

大
空　

幸
星 

﹇
比
例
東
京
﹈

大
野　

敬
太
郎 

﹇
香
川
３
区
﹈

尾
﨑　

正
直 

﹇
高
知
２
区
﹈

鬼
木　

誠 

﹇
比
例
九
州
﹈

小
渕　

優
子 

﹇
群
馬
５
区
﹈

梶
山　

弘
志 

﹇
茨
城
４
区
﹈

勝
目　

康 

﹇
京
都
１
区
﹈

加
藤　

勝
信 

﹇
岡
山
３
区
﹈

加
藤　

竜
祥 

﹇
長
崎
２
区
﹈

金
子　

恭
之 

﹇
熊
本
４
区
﹈

川
崎　

ひ
で
と 

﹇
比
例
東
海
﹈

城
内　

実 

﹇
静
岡
７
区
﹈

黄
川
田　

仁
志 

﹇
埼
玉
３
区
﹈

岸　
　

信
千
世 

﹇
山
口
２
区
﹈

岸
田　

文
雄 

﹇
広
島
１
区
﹈

木
原　

誠
二 

﹇
東
京
20
区
﹈

木
原　

稔 

﹇
熊
本
１
区
﹈

草
間　

剛 

﹇
神
奈
川
19
区
﹈

工
藤　

彰
三 

﹇
比
例
東
海
﹈

栗
原　

渉 

﹇
福
岡
５
区
﹈

高
村　

正
大 

﹇
山
口
１
区
﹈

國
場　

幸
之
助 

﹇
比
例
九
州
﹈

小
寺　

裕
雄 

﹇
比
例
近
畿
﹈

後
藤　

茂
之 

﹇
長
野
４
区
﹈

小
林　

茂
樹 

﹇
比
例
近
畿
﹈

小
林　

鷹
之 

﹇
千
葉
２
区
﹈

小
林　

史
明 

﹇
広
島
６
区
﹈

小
森　

卓
郎 

﹇
石
川
１
区
﹈

齋
藤　

健 

﹇
千
葉
７
区
﹈

坂
井　

学 

﹇
神
奈
川
５
区
﹈

坂
本　

哲
志 

﹇
熊
本
３
区
﹈

笹
川　

博
義 

﹇
群
馬
３
区
﹈

佐
々
木　

紀 

﹇
石
川
２
区
﹈

塩
崎　

彰
久 

﹇
愛
媛
１
区
﹈

柴
山　

昌
彦 
﹇
埼
玉
８
区
﹈

島
田　

智
明 
﹇
比
例
近
畿
﹈

新
谷　

正
義 

﹇
比
例
中
国
﹈

新
藤　

義
孝 

﹇
埼
玉
２
区
﹈

菅　
　

義
偉 

﹇
神
奈
川
２
区
﹈

鈴
木　

英
敬 

﹇
三
重
４
区
﹈

鈴
木　

俊
一 

﹇
岩
手
２
区
﹈

鈴
木　

貴
子 

﹇
北
海
道
７
区
﹈

鈴
木　

憲
和 

﹇
山
形
２
区
﹈

鈴
木　

隼
人 

﹇
東
京
10
区
﹈

世
耕　

弘
成 

﹇
和
歌
山
２
区
﹈

瀬
戸　

隆
一 

﹇
比
例
四
国
﹈

高
市　

早
苗 

﹇
奈
良
２
区
﹈

髙
木　

啓 

﹇
東
京
12
区
﹈

武
部　

新 

﹇
北
海
道
12
区
﹈

橘　
　

慶
一
郎 

﹇
富
山
３
区
﹈

田
所　

嘉
德 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

田
中　

和
德 

﹇
神
奈
川
10
区
﹈

田
中　

良
生 

﹇
埼
玉
15
区
﹈

棚
橋　

泰
文 

﹇
岐
阜
２
区
﹈

谷　
　

公
一 

﹇
兵
庫
５
区
﹈

田
畑　

裕
明 

﹇
富
山
１
区
﹈

辻　
　

清
人 

﹇
東
京
２
区
﹈

津
島　

淳 

﹇
青
森
１
区
﹈

土
田　

慎 

﹇
東
京
13
区
﹈

土
屋　

品
子 

﹇
埼
玉
16
区
﹈

寺
田　

稔 

﹇
比
例
中
国
﹈

渡
海　

紀
三
朗 

﹇
兵
庫
10
区
﹈

冨
樫　

博
之 

﹇
秋
田
１
区
﹈

長
島　

昭
久 

﹇
比
例
東
京
﹈

中
曽
根　

康
隆 

﹇
群
馬
１
区
﹈

中
谷　

真
一 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

中
西　

健
治 

﹇
神
奈
川
３
区
﹈

中
野　

英
幸 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

中
村　

裕
之 

﹇
比
例
北
海
道
﹈

仁
木　

博
文 

﹇
徳
島
１
区
﹈

西
田　

昭
二 

﹇
比
例
北
陸
信
越
﹈

西
村　

康
稔 

﹇
兵
庫
９
区
﹈

西
銘　

恒
三
郎 
﹇
沖
縄
４
区
﹈

丹
羽　

秀
樹 
﹇
愛
知
６
区
﹈

額
賀　

福
志
郎 

﹇
茨
城
２
区
﹈

根
本　

幸
典 

﹇
愛
知
15
区
﹈

野
田　

聖
子 

﹇
岐
阜
１
区
﹈

長
谷
川　

淳
二 

﹇
愛
媛
３
区
﹈

鳩
山　

二
郎 

﹇
福
岡
６
区
﹈

梨　

康
弘 

﹇
茨
城
３
区
﹈

林　
　

芳
正 

﹇
山
口
３
区
﹈

平
井　

卓
也 

﹇
比
例
四
国
﹈

平
沢　

勝
栄 

﹇
東
京
17
区
﹈

平
沼　

正
二
郎 

﹇
比
例
中
国
﹈

広
瀬　

建 

﹇
大
分
２
区
﹈

深
澤　

陽
一 

﹇
比
例
東
海
﹈

福
田　

達
夫 

﹇
群
馬
４
区
﹈

福
原　

淳
嗣 

﹇
比
例
東
北
﹈

藤
井　

比
早
之 

﹇
兵
庫
４
区
﹈

藤
丸　

敏 

﹇
福
岡
７
区
﹈

船
田　

元 

﹇
栃
木
１
区
﹈

古
川　

康 

﹇
比
例
九
州
﹈

古
屋　

圭
司 

﹇
岐
阜
５
区
﹈

堀
内　

詔
子 

﹇
山
梨
２
区
﹈

本
田　

太
郎 

﹇
京
都
５
区
﹈

松
島　

み
ど
り 

﹇
東
京
14
区
﹈

松
本　

剛
明 

﹇
兵
庫
11
区
﹈

松
本　

尚 

﹇
千
葉
13
区
﹈

三
反
園　

訓 

﹇
鹿
児
島
２
区
﹈

御
法
川　

信
英 

﹇
比
例
東
北
﹈

宮
内　

秀
樹 

﹇
福
岡
４
区
﹈

宮
路　

拓
馬 

﹇
比
例
九
州
﹈

宮
下　

一
郎 

﹇
長
野
５
区
﹈

茂
木　

敏
充 

﹇
栃
木
５
区
﹈

森　
　

英
介 

﹇
千
葉
11
区
﹈

森
下　

千
里 

﹇
比
例
東
北
﹈

簗　
　

和
生 

﹇
栃
木
３
区
﹈

山
際　

大
志
郎 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

山
口　

俊
一 

﹇
徳
島
２
区
﹈

山
口　

壯 
﹇
兵
庫
12
区
﹈

山
下　

貴
司 
﹇
岡
山
２
区
﹈

山
田　

賢
司 
﹇
兵
庫
７
区
﹈

山
本　

大
地 

﹇
和
歌
山
１
区
﹈

若
山　

慎
司 

﹇
比
例
東
海
﹈

︹
自
由
民
主
党
・
参
議
院
︺

朝
日　

健
太
郎 

﹇
東
京
﹈

阿
達　

雅
志 

﹇
比
例
﹈

石
井　

準
一 

﹇
千
葉
﹈

石
井　

浩
郎 

﹇
秋
田
﹈

石
井　

正
弘 

﹇
岡
山
﹈

磯
﨑　

仁
彦 

﹇
香
川
﹈

井
上　

義
行 

﹇
比
例
﹈

岩
本　

剛
人 

﹇
北
海
道
﹈

江
島　

潔 

﹇
山
口
﹈

衛
藤　

晟
一 

﹇
比
例
﹈

太
田　

房
江 

﹇
大
阪
﹈

大
家　

敏
志 

﹇
福
岡
﹈

小
野
田　

紀
美 

﹇
岡
山
﹈

梶
原　

大
介 

﹇
比
例
﹈

加
田　

裕
之 

﹇
兵
庫
﹈

片
山　

さ
つ
き 

﹇
比
例
﹈

加
藤　

明
良 

﹇
茨
城
﹈

北
村　

経
夫 

﹇
山
口
﹈

上
月　

良
祐 

﹇
茨
城
﹈

古
庄　

玄
知 

﹇
大
分
﹈

こ
や
り　

隆
史 

﹇
滋
賀
﹈

酒
井　

庸
行 

﹇
愛
知
﹈

櫻
井　

充 

﹇
宮
城
﹈

佐
藤　

信
秋 

﹇
比
例
﹈

佐
藤　

正
久 

﹇
比
例
﹈

山
東　

昭
子 

﹇
比
例
﹈

清
水　

真
人 

﹇
群
馬
﹈

白
坂　

亜
紀 

﹇
大
分
﹈

高
橋　

は
る
み 

﹇
北
海
道
﹈

滝
波　

宏
文 

﹇
福
井
﹈

武
見　

敬
三 
﹇
東
京
﹈

鶴
保　

庸
介 
﹇
和
歌
山
﹈

豊
田　

俊
郎 
﹇
千
葉
﹈

永
井　

学 

﹇
山
梨
﹈

中
曽
根　

弘
文 

﹇
群
馬
﹈

中
西　

祐
介 

﹇
徳
島
・
高
知
﹈

西
田　

昌
司 

﹇
京
都
﹈

野
上　

浩
太
郎 

﹇
富
山
﹈

長
谷
川　

岳 

﹇
北
海
道
﹈

馬
場　

成
志 

﹇
熊
本
﹈

藤
井　

一
博 

﹇
比
例
﹈

藤
川　

政
人 

﹇
愛
知
﹈

船
橋　

利
実 

﹇
北
海
道
﹈

古
川　

俊
治 

﹇
埼
玉
﹈

星　
　

北
斗 

﹇
福
島
﹈

堀
井　

巌 

﹇
奈
良
﹈

舞
立　

昇
治 

﹇
鳥
取
・
島
根
﹈

松
川　

る
い 

﹇
大
阪
﹈

松
下　

新
平 

﹇
宮
崎
﹈

松
村　

祥
史 

﹇
熊
本
﹈

三
原　

じ
ゅ
ん
子 ﹇
神
奈
川
﹈

宮
沢　

洋
一 

﹇
広
島
﹈

宮
本　

周
司 

﹇
石
川
﹈

森　
　

ま
さ
こ 

﹇
福
島
﹈

山
田　

宏 

﹇
比
例
﹈

山
本　

佐
知
子 

﹇
三
重
﹈

山
本　

順
三 

﹇
愛
媛
﹈

吉
井　

章 

﹇
京
都
﹈

𠮷
川　

ゆ
う
み 

﹇
三
重
﹈

若
林　

洋
平 

﹇
静
岡
﹈

和
田　

政
宗 

﹇
比
例
﹈

渡
辺　

猛
之 

﹇
岐
阜
﹈

︹
公
明
党
・
衆
議
院
︺

赤
羽　

一
嘉 

﹇
兵
庫
２
区
﹈

大
森　

江
里
子 

﹇
比
例
東
京
﹈

河
西　

宏
一 

﹇
比
例
東
京
﹈

金
城　

泰
邦 

﹇
比
例
九
州
﹈

輿
水　

恵
一 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

斉
藤　

鉄
夫 

﹇
広
島
３
区
﹈

佐
藤　

英
道 

﹇
比
例
北
海
道
﹈

庄
子　

賢
一 

﹇
比
例
東
北
﹈

竹
内　

譲 

﹇
比
例
近
畿
﹈

角
田　

秀
穂 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

中
川　

康
洋 

﹇
比
例
東
海
﹈

中
野　

洋
昌 

﹇
兵
庫
８
区
﹈

西
園　

勝
秀 

﹇
比
例
東
海
﹈

沼
崎　

満
子 

﹇
比
例
南
関
東
﹈

濵
地　

雅
一 

﹇
比
例
九
州
﹈

平
林　

晃 

﹇
比
例
中
国
﹈

福
重　

隆
浩 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

山
口　

良
治 

﹇
比
例
北
関
東
﹈

山
崎　

正
恭 

﹇
比
例
四
国
﹈

吉
田　

宣
弘 

﹇
比
例
九
州
﹈

鰐
淵　

洋
子 

﹇
比
例
近
畿
﹈ 

 

︹
公
明
党
・
参
議
院
︺

秋
野　

公
造 

﹇
福
岡
﹈

石
川　

博
崇 

﹇
大
阪
﹈

伊
藤　

孝
江 

﹇
兵
庫
﹈

上
田　

勇 

﹇
比
例
﹈

河
野　

義
博 

﹇
比
例
﹈

窪
田　

哲
也 

﹇
比
例
﹈

佐
々
木　

さ
や
か ﹇
神
奈
川
﹈

里
見　

隆
治 

﹇
愛
知
﹈

塩
田　

博
昭 

﹇
比
例
﹈

杉　
　

久
武 

﹇
大
阪
﹈

髙
橋　

次
郎 

﹇
比
例
﹈

高
橋　

光
男 

﹇
兵
庫
﹈

竹
谷　

と
し
子 

﹇
東
京
﹈

谷
合　

正
明 

﹇
比
例
﹈

新
妻　

秀
規 

﹇
比
例
﹈

三
浦　

信
祐 

﹇
神
奈
川
﹈

宮
崎　

勝 

﹇
比
例
﹈

安
江　

伸
夫 

﹇
愛
知
﹈

山
口　

那
津
男 

﹇
東
京
﹈

山
本　

博
司 

﹇
比
例
﹈

横
山　

信
一 

﹇
比
例
﹈

　

新
年
を
迎
え
ま
す
こ
の
機

会
に
︑
物
流
の
第
一
線
で
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
る
経
営
者
の
皆

様
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
︑

ま
た
様
々
な
部
署
・
部
門
で

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
皆

様
方
に
は
︑﹁
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹂
へ
全
力
で
対
処

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
︒
し
か
し
︑﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂
は
２
０
２
４
年
に
な

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
１
月
１

日
・
10
日
合
併
号
に
は
︑
業

界
の
健
全
な
発
展
に
向
け
た

坂
本
克
己
会
長
の
お
考
え
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
公

明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会

働
い
て
い
る
職
員
の
皆
様
な

ど
︑
関
係
者
の
皆
様
の
︑
ま

さ
に
日
本
経
済
を
支
え
て
い

る
そ
の
ご
活
躍
に
︑
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
︒

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
る
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
﹂に
対
応
す
る
た
め
に
︑

２
０
２
４
年
を
﹁
物
流
革
新

元
年
﹂
と
位
置
付
け
︑
坂
本

会
長
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

れ
ば
全
て
解
決
す
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
︑
業
界
を
取

り
巻
く
構
造
的
な
課
題
は
こ

と
し
ま
し
て
は
︑
そ
の
実
現

に
向
け
て
誠
実
に
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

な
が
ら
︑
多
様
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
︒

　

い
よ
い
よ
今
年
４
月
か
ら

は
︑
改
正
物
流
法
が
施
行
さ

れ
ま
す
︒
関
係
省
庁
等
と
し

っ
か
り
連
携
し
な
が
ら
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
よ
り
魅

力
あ
る
産
業
と
な
る
よ
う
︑

そ
し
て
今
年
が
業
界
に
と
っ

て
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な

皆
様
一
人
ひ
と
り
に
物
流
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
機

会
を
も
た
ら
す
よ
う
な
様

々
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

我
々
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
振
興
議
員
連
盟
も
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
様
と

一
体
と
な
っ
て
︑
安
定
輸
送

に
携
わ
る
皆
様
方
に
や
り
が

れ
か
ら
も
さ
ら
に
続
い
て
い

き
ま
す
︒

　

政
府
予
算
に
お
き
ま
し
て

は
︑
燃
料
費
対
策
︑
ま
た

高
速
道
路
の
大
口
・
多
頻

度
割
引
最
大
50
％
の
継
続

な
ど
︑
引
き
続
き
対
応
を
図

っ
て
お
り
ま
す
が
︑
さ
ら
に

物
流
の
効
率
化
︑
商
慣
行
の

見
直
し
︑
あ
る
い
は
国
民
の

活
を
守
る
た
め
に
命
を
懸
け

て
輸
送
に
取
り
組
ん
で
い
る

皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
る

よ
う
︑
我
々
は
気
持
ち
の
あ

る
政
治
で
応
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
を
解
決
で
き
な
い
ま
ま

で
は
︑
２
０
３
０
年
に
は
物
流

を
取
り
巻
く
環
境
が
一
層
厳

ま
す
︒

　

昨
年
末
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
﹃
ト
ラ
ッ
ク
・
列
島
３

万
キ
ロ
﹄
は
︑
放
送
さ
れ
た

２
０
０
４
年
当
時
の
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
を
取
り
巻
く
過

酷
な
実
態
を
伝
え
る
と
と
も

に
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
の
到
来
を
予
言
す
る
よ

う
な
内
容
で
し
た
︒
国
民
生

る
よ
う
︑
国
土
交
通
省
と
し

て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
︒

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
様
︑

ご
列
席
の
皆
様
の
本
年
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
︑
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
︑
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
︒

い
や
誇
り
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
︑
ま

た
事
業
者
の
皆
様
方
に
と
っ

て
も
経
営
基
盤
を
し
っ
か
り

と
確
立
し
た
上
で
︑
我
が
国

の
経
済
活
動
の
動
脈
で
あ
る

物
流
を
し
っ
か
り
と
堅
持
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
︑
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
︒

し
い
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
︒

公
明
党
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題

を
解
決
し
︑
荷
主
企
業
や
国

民
を
含
め
て
国
民
生
活
を
守

っ
て
い
く
た
め
に
︑
今
年
を

﹁
物
流
改
革
元
年
﹂
と
位
置

付
け
︑
改
正
物
流
法
の
実
効

性
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

業
界
の
声
に
し
っ
か
り
と
政
治
が
応
え

「
改
正
物
流
法
」
の
実
効
性
確
保
に
万
全
期
す

赤
羽　

一
嘉　

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
会
長

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
に
継
続
し
て
取
り
組
み

我
が
国
の
経
済
活
動
を
支
え
る
物
流
を
堅
持

加
藤　

勝
信　

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
会
長

「
改
正
物
流
法
」
が
今
年
4
月
か
ら
施
行

関
係
省
庁
と
強
固
に
連
携
し
全
力
で
対
応

中
野　

洋
昌　

国
土
交
通
大
臣

[
自
由
民
主
党
]

大
塚　

拓 

（
前
衆
議
院
議
員
）

下
村　

博
文 

（
前
衆
議
院
議
員
）

と
か
し
き　

な
お
み 

（
元
衆
議
院
議
員
）

西
村　

明
宏 

（
前
衆
議
院
議
員
）

橋
本　

岳 

（
前
衆
議
院
議
員
）

林　
　

幹
雄 

（
前
衆
議
院
議
員
）

鷲
尾　

英
一
郎 （
前
衆
議
院
議
員
）

[
公
明
党
]

石
井　

啓
一 

（
前
衆
議
院
議
員
）

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

令和7年の幕開けを祝って、正副会長全員および国土交通省の鶴田浩久物流・自動車局長、山本巧道路局長も登壇して小林和男副会長
の発声で乾杯（写真㊤）。坂本克己会長を筆頭に会場入口で招待客の皆様をお迎えした（写真下㊨）。令和7年のトラック運送業界の発
展を祈念して坂本会長が力強く主催者あいさつ（写真下㊧）

令和７年「新年賀詞交歓会」令和７年「新年賀詞交歓会」
国会議員 250 名余が参集国会議員 250 名余が参集

１
面
に
関
連

来賓あいさつ
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

建
交
労
中
央
運
輸
労
使
協
議

会
か
ら
の
要
請
書
を
受
理

労
使
の
連
携
さ
ら
に
強
化

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
27
日
︑
全
日
本
建
設
交

運
一
般
労
働
組
合（
建
交
労
）

中
央
運
輸
労
使
協
議
会
か
ら

の
要
請
書
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
輸

産
業
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
﹂

を
受
理
し
た
︒

　

開
会
と
と
も
に
︑
㈱
教
宣

文
化
社
の
成
瀬
大
輔
代
表
取

締
役
と
建
交
労
の
足
立
浩
中

央
執
行
委
員
長
が
︑
全
ト
協

の
若
林
陽
介
理
事
長
に
要
請

書
を
提
出
︒
成
瀬
教
宣
文
化

社
代
表
取
締
役
︑
足
立
建
交

労
中
央
執
行
委
員
長
︑
若
林

全
ト
協
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
︑
建
交
労
の
鈴
木
正

明
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
事
務

局
長
が
︑
①
﹁
標
準
的
な
運

賃
の
告
示
制
度
﹂
の
実
効
性

の
確
保
と
適
正
運
賃
収
受
に

向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
︑

②
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
運
営
︱
︱
な
ど
全
６
項

目
の
要
請
事
項
に
つ
い
て
趣

旨
を
説
明
︒
そ
れ
を
受
け
て
︑

全
ト
協
執
行
部
が
各
項
目
に

つ
い
て
回
答
し
た
後
︑
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
︒

　

会
の
最
後
に
は
︑
建
交
労

の
松
澤
彰
一
全
国
ト
ラ
ッ
ク

部
会
副
部
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
︑
労
使
一
体
と
な
っ
て
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
労
働
環
境

改
善
等
に
努
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
︒

「
交
通
・
労
災
事
故
防
止
決

起
大
会
」
を
開
催

愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
御
手
洗
安
会
長
）
は
１
月

17
日
︑
愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
総

合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
︑

﹁
交
通
・
労
災
事
故
防
止
決

起
大
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

同
大
会
は
︑愛
媛
県
ト
協
︑ 

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災

害
防
止
協
会
愛
媛
県
支
部
︑ 

四
国
交
通
共
済
協
同
組
合
が

主
催
し
︑
会
員
事
業
者
や
愛

媛
運
輸
支
局
・
愛
媛
労
働
局

第
2
回
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向
上
に
係
る
検
討
委
員
会
」

般
消
費
者
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
す
る
暴
言
や
契
約
に
な

い
過
剰
な
要
求
︑
お
よ
び
業

務
に
対
す
る
不
当
な
言
い
が

か
り
な
ど
が
近
年
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
令
和
６

年
12
月
に
初
会
合
を
開
催
︑

今
回
が
２
回
目
と
な
る
︒

　

同
委
員
会
冒
頭
︑
坂
本
克

己
会
長
が
出
席
し
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
後
︑﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
す
る
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
事
例
﹂

お
よ
び
﹁
事
業
者
が
従
業
員

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

（
案
）﹂に
つ
い
て
協
議
し
た
︒

同
委
員
会
で
は
︑
今
年
度
内

に
提
言
を
ま
と
め
︑
独
自
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成
す
る
予

定
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
17
日
︑
第
２
回
﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
の
社
会
的
評
価
の
向

上
に
係
る
検
討
委
員
会
﹂（
松

田
直
樹
委
員
長
）
を
開
催
し

た
︒

　

同
委
員
会
は
︑
顧
客
等
か

ら
の
ひ
ど
い
暴
言
や
不
当
な

要
求
︑
脅
迫
な
ど
著
し
い
迷

惑
行
為
︹
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）︺
が

社
会
問
題
化
す
る
中
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い
て
も
︑

事
業
者
に
対
す
る
優
越
的
な

関
係
を
背
景
に
︑
荷
主
や
一

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例
や

従
業
員
を
守
る
取
組
を
検
討

第2回「ドライバーの社会的評価の向上に係る検
討委員会」（1月17日、全ト協）

・
愛
媛
県
警
察
本
部
か
ら
の

来
賓
な
ど
を
含
む
約
１
５
０

人
が
出
席
︒
令
和
６
年
の
愛

媛
県
内
に
お
け
る
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
・
労
働

災
害
の
発
生
件
数
は
減
少
し

て
い
る
も
の
の
︑
県
下
の
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
従
事
者
全

員
が
英
知
と
総
力
を
結
集
し

て
︑
交
通
・
労
災
事
故
の
撲

滅
を
期
し
邁
進
す
る
こ
と

を
︑
３
団
体
連
名
の
大
会
宣

言
と
し
て
採
択
し
た
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
代
表
と
し
て
︑
無
事
故

・
無
違
反
を
20
年
継
続
し
て

い
る
四
国
西
濃
運
輸
㈱
の
山

中
健
司
さ
ん
が
︑
①
安
全
速

度
の
厳
守
︑
交
差
点
・
横
断

歩
道
で
の
安
全
確
認
の
徹

底
︑
②
車
間
距
離
保
持
の
徹

底
︑
③
ゆ
と
り
運
転
︑
防
衛

運
転
の
励
行
︑
④
荷
役
作
業

時
の
安
全
確
認
の
徹
底
︑
⑤

健
康
管
理
の
徹
底
︱
︱
を
重

点
項
目
に
掲
げ
︑
交
通
事
故

・
労
災
事
故
の
根
絶
を
目
指

す
旨
︑
決
意
表
明
を
行
っ
た

（
写
真
）︒

　

愛
媛
県
ト
協
で
は
今
後

も
︑
経
営
ト
ッ
プ
が
先
頭
に

立
っ
た
安
全
管
理
体
制
の
確

立
や
事
故
の
撲
滅
︑
ゆ
ず
り

合
い
運
転
の
実
践
等
を
推
進

す
る
︒

　

な
お
︑
同
大
会
で
は
︑（
一

社
）
プ
ロ
ド
ラ
育
成
サ
ポ
ー

ト
代
表
理
事 

酒
井
誠
氏
よ
り

﹃
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ

ー
＆
モ
ラ
ル
と
事
故
防
止
﹄

を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演
が
行

わ
れ
た
︒
酒
井
氏
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
社
会
的
地

位
向
上
の
た
め
に
は
︑
交
通

事
故
防
止
と
と
も
に
︑
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
︑
特
に
尿
を
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
捨
て

る
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
黄
金
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
﹂
問
題
な
ど
ド

ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ

ル
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
訴
え
た
︒

山本巧道路局長（左から２人目）

中野洋昌国土交通大臣（右から２人目）

吉岡幹夫国土交通事務次官（右から２人目）鶴田浩久物流・自動車局長（右から２人目）

早川智之警察庁交通局長（左から３人目）

（
２
月
１
日
〜
28
日
）

▽
２
月
６
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
３
回
総
務
委
員
会

▽
２
月
７
日

・
第
１
２
４
回
交
通
対
策
委
員
会

▽
２
月
13
日

・
第
３
回
青
年
部
会
全
国
代
表
者

協
議
会

▽
２
月
14
日

・
令
和
６
年
度
青
年
部
会
全
国
大
会

▽
２
月
20
日

・
第
57
回
環
境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
委
員
会

▽
２
月
25
日

・
第
24
回
経
営
改
善
・
Ｄ
Ｘ
委
員
会

▽
２
月
26
日

・
第
65
回
適
正
化
事
業
委
員
会

・
第
49
回
貨
物
自
動
車
運
送
適
正

化
事
業
対
策
協
議
会

▽
２
月
28
日

・
第
19
回
運
輸
事
業
振
興
助
成
金

交
付
金
出
捐
金
事
業
評
価
機
関

会
議

・
第
83
回
広
報
委
員
会

・
第
23
回
労
働
安
全
・
災
害
防
止

委
員
会

・
令
和
６
年
度
物
流
経
営
士
研
修
会

全日本トラック協会全日本トラック協会
公式SNS公式 SNS

　全日本トラック協会では、公式SNS（LINE、Ｘ）を開設し
ており、全ト協会員事業者の皆様方に有益な情報を発信してい
ます。
　お持ちのスマートフォンやタブレット端末から、下記二次元
コードにアクセスし、LINE への友だち追加、X（旧 Twitter）
のフォローいただきますよう、なにとぞよろしくお願いいたし
ます。

　全日本トラック協会の坂本克己会長は１月７日、国土交通省へ中野
洋昌国土交通大臣を訪問し、「物流の2024年問題」解決に向けた支援
などを要請した。
　当日は、中野国交大臣のほか、吉岡幹夫国土交通事務次官、鶴田浩
久物流・自動車局長、山本巧道路局長にもあいさつ。また、警察庁も
訪問し、早川智之警察庁交通局長にもあいさつを行った。
　なお、これらの訪問については、全国ハイヤー・タクシー連合会の
川鍋一朗会長、日本バス協会の古川卓環境対策委員長も同席した。

坂本会長を先頭に３組織年頭あいさつ

国交省・全ト協  令和５年度国土交通省補正予算

「中小トラック事業者向けテールゲートリフター等導入等支援事業」
２次募集申請受付中

申請受付期間：令和７年１月24日〜２月21日
　全日本トラック協会は、令和５年度国土交通省補正予算において、「中小トラック事業者向けテー
ルゲートリフター等導入等支援事業」の実施に伴い、同事業の執行団体として補助金申請の２次募
集を行っている（申請受付期限：２月 21日）。
　補助対象事業および申請資格は表の通りで、補助対象期間は令和 5年 11 月 10 日から７年２月
14日まで。具体的な申請要件等の詳細は、全ト協ホームページ内の同事業特設ページ（二次元コー
ド）を参照。なお、1次募集（令和 6年 9月 24日～ 11月 30日までの申請受付）において補助金
交付申請を行った事業者も、2次募集において申請することができる場合があるが、重複申請にあたる場合には、申
請することはできない（詳細は上記特設ページ内「重複申請・追加申請の可否について」の項を参照）。
　お問い合わせは、全ト協補助金担当（TEL03-6630-2388 ／ 9時～ 17時）まで。

表　補助対象事業および申請資格
種類 補助対象事業 申請資格

1.【車両の効率化設備の導入等事業】

①テールゲートリフター 
⑴中小トラック運送事業者
⑵上記⑴にトラックを貸渡すリース事業者

②トラック搭載型クレーン
③トラック搭載用 2段積みデッキ
④速度制限装置の機能改修 

2.【業務効率化事業】

⑤予約受付システム
⑴中小トラック運送事業者であって、以下のいずれかに該
当するもの
・「ホワイト物流」推進運動の自主行動宣言を行っている
・「働きやすい職場認証制度」の認証を取得している
・「パートナーシップ構築宣言」を行っている
⑵中小トラック運送事業者と連携する荷主企業または倉庫
業者であって、以下のいずれかに該当するもの
・「ホワイト物流」推進運動の自主行動宣言を行っている
・「パートナーシップ構築宣言」を行っている
⑶上記⑴または⑵にシステムを貸渡すリース事業者

⑥ASNシステム
⑦受注情報事前確認システム
⑧パレット等管理システム 
⑨配車計画システム
⑩求貨求車システム
⑪運行・労務管理システム
⑫契約書電子化システム
⑬車両動態管理システム（※）

3.【経営力強化事業】
⑭原価管理システム ⑴⑤～⑬の申請資格⑴に該当する者

⑵上記⑴にシステムを貸渡すリース事業者
⑮M&A・事業承継 ⑤～⑬の申請資格⑴に該当する者

4. 【人材確保・育成事業】

⑯人材採用活動 ⑤～⑬の申請資格⑴に該当する者

⑰人材育成活動 ⑴⑤～⑬の申請資格⑴に該当する者
⑵上記⑴に対して講習等を実施する人材育成機関

⑱ 大型免許、けん引免許及びフォーク
リフト運転資格  ⑤～⑬の申請資格⑴に該当する者

※ ⑬の導入の場合は、⑤～⑫のいずれかのシステムとの同時導入（重複申請）が必要

ド
ラ
イ
バ
ー
を
代
表
し
て
決
意
表
明

を
行
っ
た
山
中
さ
ん
（
１
月
17
日
、愛

媛
県
ト
協
）

足
立
建
交
労
中
央
執
行
委
員
長
㊨
、成

瀬
教
宣
文
化
社
代
表
取
締
役
㊥
か
ら

要
請
書
を
受
理
し
た
若
林
全
ト
協
理

事
長
㊧
（
１
月
27
日
、
全
ト
協
）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～信号編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		赤色の信号の場合は、車両は停止位置を越えて進行してはならな
いが、赤色に変わったとき交差点に接近していて安全な停止がで
きない場合はそのまま進行することができる。（	○・×	）

❷		赤色の点滅信号の場合は、車両も歩行者も停止位置で一時停止し
なければならない。（	○・×	）

❸		青色の矢印信号の場合は、車両は黄色又は赤色の灯火の信号にか
かわらず、矢印の方向に進むことができる。（	○・×	）

❹		警察官が腕を垂直に上げているときは、その身体に対面する交通
は、黄信号と同じである。（	○・×	）

❺	警察官が灯火を横に振っているときは、灯火の振られている方
向に進行する交通は、青信号と同じである。（	○・×	）

（解答は9面）

　あなたは、電動キックボードに追従しながら一方通行の
生活道路を走行しています。前方の側道から子どもが飛び
出してきました。この場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよいで
しょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 173回〕「一方通行の生活道路」

（解説・9面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
る
︒

　

今
回
の
会
議
で
は
︑﹁
占

有
者
負
担
﹂︑﹁
原
因
者
負

担
﹂︑﹁
受
益
者
負
担
﹂
の
考

え
方
を
も
と
に
︑
車
種
間
料

金
比
率
の
算
定
に
用
い
る
デ

ー
タ
の
デ
ー
タ
設
定
方
法
が

明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
は

最
新
の
デ
ー
タ
に
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
し
た
上
で
︑
明
ら
か
で

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
妥
当

な
デ
ー
タ
を
設
定
し
た
上

で
︑
試
算
を
実
施
︒
同
算
定

方
法
お
よ
び
算
定
デ
ー
タ
に

つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
︒

　

同
部
会
で
は
今
後
︑
関
係

団
体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
た
上
で
︑
当
面
適
用
す
る

車
種
区
分
や
︑
将
来
の
車
種

区
分
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
︒

 

消
防
・
救
助
活
動
を
行
う

Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
を
識
別
表

示令
和
８
年
９
月
以
降
実
施

　

国
土
交
通
省
は
１
月
10

日
︑
消
防
・
救
助
活
動
を
行

う
Ｅ
Ｖ
（
電
気
）
ト
ラ
ッ
ク

等
に
対
し

て
︑
外
観

か
ら
電
気

自
動
車
で

あ
る
こ
と
が

認
識
で
き

る
よ
う
︑
令
和
８
年
９
月
以

降
︑
段
階
的
に
新
車
に
Ｅ
Ｖ

専
用
の
ラ
ベ
ル
（
写
真
）
を

表
示
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

適
用
開
始
時
期
は
︑
新
型

車
が
８
年
９
月
１
日
︑
継
続

生
産
車
が
９
年
９
月
１
日
︒

　

詳
細
は
国

交
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

２
年
連
続
で
減
少

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
数

　

国
土
交
通
省
が
こ
の
ほ
ど

公
表
し
た
令
和
６
年
３
月
末

の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

数
は
︑６
万
２
８
４
８
者
で
︑

前
年
度
比
２
９
２
者
（
０
・

５
％
）
減
と
︑
２
年
連
続
で

減
少
し
た
︒
内
訳
は
︑
特
積

３
１
９
者
︑
一
般
５
万
７
４
５

９
者
︑
特
定
３
０
５
者
︑
霊

柩
４
７
６
５
者
︒
特
積
は
前

年
度
比
で
増
加
し
た
が
︑
一

般
・
特
定
・
霊
柩
は
減
少
し

た
︒

　

一
般
で
は
︑
許
可
等
に
よ

る
増
加
が
７
５
４
者
で
あ
る

の
に
対
し
て
︑
廃
止
・
合
併

等
に
よ
る
減
少
が
１
０
４
４

者
と
︑
２
９
０
者
の
減
少
と

な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
一
般
の
保
有
車
両

台
数
規
模
別
で
み
る
と
︑
10

台
以
下
は
２
万
９
６
０
０
者

（
51
・
５
％
）︒
続
い
て
︑

11
~
20
台
は
１
万
３
０
６
３
者

（
22
・
７
％
）︑
21
~
30
台

は
５
９
２
３
者（
10
・
３
％
）︑

31
~
50
台
は
４
７
１
１
者
（
８

・
２
％
）︑
51
~
１
０
０
台
は

２
９
８
８
者
（
５
・
２
％
）︑

１
０
１
~
２
０
０
台
は
８
７
２

者
（
１
・
５
％
）︑
２
０
１
~

５
０
０
台
は
２
５
２
者
（
０
・

４
％
）︑
５
０
１
台
以
上
は
50

者
（
０
・
１
％
）
だ
っ
た
︒

 

改
正
物
流
法
施
行
に
伴
う

関
係
政
令
を
閣
議
決
定

４
月
１
日
施
行

　

国
土
交
通
省
は
１
月
28
日
︑

﹁
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び

効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
﹂（
改
正
物
流
法
︑
令
和

６
年
法
律
第
23
号
）
の
施
行

期
日
を
定
め
る
政
令
お
よ
び

そ
の
施
行
に
必
要
な
規
定
の

整
備
等
を
行
う
政
令
に
つ
い

て
︑
同
日
閣
議
決
定
さ
れ
た

と
発
表
し
た
︒

　

物
流
の
﹁
２
０
２
４
年
問

題
﹂
に
対
応
し
︑
物
流
の
持

続
的
成
長
を
図
る
た
め
の
改

正
物
流
法
が
６
年
５
月
15
日

に
公
布
さ
れ
て
い
る
︒今
般
︑

同
法
の
施
行
期
日
が
定
め
ら

れ
た
と
と
も
に
︑
そ
の
施
行

に
向
け
た
規
定
の
整
備
等
を

行
う
た
め
の
政
令
を
整
備
す

る
︒

　

政
令
に
関
す
る
概
要
は
︑

別
掲
の
通
り
︒

　

国
交
省
で
は
引
き
続
き
︑

改
正
物
流
法
の
施
行
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
く
︒

 

４
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
を
予
測

２
０
２
４
・
２
５
年
度

国
内
貨
物
輸
送
見
通
し

　

㈱
Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所
が
１

月
14
日
公
表
し
た
﹁
２
０
２

４
・
２
０
２
５
（
令
和
６
・

７
）
年
度
の
経
済
と
貨
物
輸

送
の
見
通
し
﹂
に
よ
る
と
︑

２
０
２
４
年
度
の
国
内
貨
物

総
輸
送
量
（
会
計
年
度
）
は

建
設
関
連
貨
物
の
減
少
が
下

押
し
︑
下
期
に
マ
イ
ナ
ス
に

反
転
し
︑
通
年
で
前
年
度
比

０
・
８
％
減
と
３
年
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
と
予
測
︒
２
０
２

５
年
度
は
下
期
で
プ
ラ
ス
に

転
じ
る
と
予
測
し
た
が
︑
通

年
で
同
０
・
３
％
減
と
し
︑

４
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
を
予

測
し
て
い
る
（
以
下
︑
増
減

は
前
年
度
比
）︒

　

品
類
別
に
み
る
と
︑
消
費

関
連
貨
物
は
今
年
度
上
期
の

２
・
３
％
増
か
ら
︑
下
期
で

１
・
６
％
減
に
転
じ
る
が
︑

通
年
で
０
・
３
％
増
と
小
幅

な
が
ら
２
年
連
続
の
増
加
を

見
込
む
︒
来
年
度
も
０
・
２

％
増
と
今
年
度
並
み
の
伸
び

が
続
く
見
通
し
︒
ま
た
︑
生

産
関
連
貨
物
は
今
年
度
が
０

・
３
％
減
︑
来
年
度
は
０
・

３
％
増
に
転
じ
る
と
予
測
し

て
い
る
︒

　

一
方
︑
建
設
関
連
貨
物
は

今
年
度
が
１
・
９
％
減
︑
来

年
度
も
１
・
０
％
減
と
低
迷

が
続
く
見
通
し
︒

　

輸
送
機
関
別
に
み
る
と
︑

自
動
車
輸
送
量
は
自
家
用
自

動
車
の
減
少
に
よ
り
︑
今
年

度
が
０
・
９
％
減
︑
来
年
度

も
０
・
３
％
減
と
し
︑
マ
イ

ナ
ス
幅
は
改
善
す
る
見
通
し
︒

　

こ
の
う
ち
︑
営
業
用
自
動

車
は
生
産
関
連
貨
物
の
伸
び

に
よ
り
︑
今
年
度
は
０
・
３

％
増
の
見
通
し
︒
来
年
度
は

今
年
度
下
期
以
降
の
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
を
受
け
る
が
︑
来

年
度
下
期
か
ら
プ
ラ
ス
に
転

じ
る
こ
と
で
︑
引
き
続
き
わ

高
速
道
路
料
金
の
車
種

区
分
見
直
し
に
向
け
議

論
を
展
開

第
67
回
国
土
幹
線
道
路
部
会

　

国
土
交
通
省
は
１
月
15

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
第
67
回
国
土
幹

線
道
路
部
会
（
部
会
長
:

朝
倉
康
夫
東
京
工
業
大
学
名

誉
教
授
・
神
戸
大
学
名
誉
教

授
）
を
開
催
し
た
︒

　

会
で
は
冒
頭
︑
東
日
本
高

速
道
路
㈱
︑
中
日
本
高
速
道

路
㈱
︑
西
日
本
高
速
道
路
㈱

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
︒

そ
の
後
︑﹁
混
雑
等
に
応
じ

﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
﹂
を
開
催

２
月
14
日
㈮

　
（
一
社
）
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
︑

２
月
14
日
に
﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
２
５
﹂（
後
援
:

経
済
産
業
省
︑国
土
交
通
省
）

を
開
催
す
る
︒

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
︑

フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

実
現
に
向
け
た
最
新
の
取
り

組
み
事
例
の
ほ
か
︑
物
流
標

準
化
の
ひ
と
つ
で
あ
る
﹁
物

流
情
報
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
の
解
説
や
改
訂
状
況
を

紹
介
す
る
︒

　

開
催
日
時
は
︑
２
月
14
日

㈮
14
時
~
17
時
（
開
場
13
時

30
分
）︒
会
場
参
加
（
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｄ
７
）
と

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
が
可
能
︒

参
加
費
は
無
料
︒

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
や
申

し
込
み
は
︑
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）ま
で
︒

た
柔
軟
な
料
金
﹂︑﹁
高
速
道

路
料
金
の
車
種
区
分
﹂
︱
︱

に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
︒

　

高
速
道
路
料
金
の
車
種
区

分
に
関
し
て
は
︑
令
和
３
年

８
月
の
同
部
会
中
間
答
申
に

お
い
て
︑
平
成
元
年
に
現
在

の
５
車
種
区
分
（
軽
自
動
車

等
︑
普
通
車
︑
中
型
車
︑
大

型
車
︑
特
大
車
）
を
決
定
し

て
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し

て
お
り
︑
そ
の
間
︑
社
会
的

な
ニ
ー
ズ
等
に
合
わ
せ
て
︑

車
両
諸
元
や
高
速
道
路
の
利

用
状
況
が
変
化
し
て
い
る
と

指
摘
︒
そ
の
上
で
︑
今
後
の

車
種
区
分
の
あ
り
方
に
つ
い

 

発
注
側
企
業
２
１
１
社
等

の
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁

の
状
況
を
公
表

「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

　

中
小
企
業
庁
は
１
月
21
日
︑

﹁
価
格
交
渉
促
進
月
間
﹂（
２

０
２
４
年
９
月
）
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
調
査
に
お
い
て
︑
10
社

以
上
の
受
注
側
中
小
企
業
か

ら
﹁
主
要
な
取
引
先
﹂
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
発
注
側
企
業

２
１
１
社
お
よ
び
６
の
国
・

地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て
︑

受
注
側
中
小
企
業
か
ら
の
価

格
交
渉
・
価
格
転
嫁
の
回
答

状
況
に
関
す

る
企
業
リ
ス

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

公
表
し
た
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
や
原
材
料
費
︑
労
務

費
な
ど
が
上
昇
す
る
中
︑
中

小
企
業
が
適
切
に
価
格
転
嫁

を
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た

め
︑
令
和
３
年
９
月
か
ら
︑

毎
年
９
月
と
３
月
を
同
月
間

に
設
定
︒
各
月
間
終
了
後
に

は
︑
多
数
の
中
小
企
業
に
対

し
て
︑
主
な
取
引
先
と
の
価

格
交
渉
・
価
格
転
嫁
の
状
況

に
つ
い
て
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
を
実
施
し
︑
価
格
転
嫁

率
や
業
界
ご
と
の
結
果
︑
順

位
付
け
等
の
結
果
を
と
り
ま

と
め
る
と
と
も
に
︑
状
況
の

芳
し
く
な
い
親
事
業
者
に
対

し
て
は
︑
下
請
中
小
企
業
振

興
法
に
基
づ
き
︑
大
臣
名
で

の
指
導
・
助
言
を
実
施
し
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
中
企
庁
で
は
︑
同

リ
ス
ト
の
公
表
を
通
じ
︑
発

注
側
企
業
に
対
し
︑
よ
り
一

層
の
自
発
的
な
取
引
慣
行
の

改
善
を
図
る
よ
う
︑
強
く
求

め
て
い
る
︒

ず
か
な
が
ら
プ
ラ
ス
で
推
移

し
︑
同
０
・
２
％
増
と
２
年

連
続
の
プ
ラ
ス
を
予
測
し
て

い
る
︒

　

な
お
︑
自
家
用
自
動
車
は

建
設
関
連
貨
物
の
減
少
が
下

押
し
し
︑
今
年
度
が
３
・
３

％
減
︑
来
年
度
も
１
・
５
％

減
と
引
き
続
き
低
調
に
推
移

す
る
見
通
し
︒

経 産 省 

令
和
６
年
中
の
交
通
事
故

死
者
数
を
公
表

前
年
比
15
人
減

　

警
察
庁
は
１
月
７
日
︑﹁
令

和
６
年
中
の
交
通
事
故
死
者

数
に
つ
い
て
﹂を
公
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
６
年
中

の
交
通
事
故
死
者
数
（
24
時

間
以
内
）は
２
６
６
３
人
と
︑

前
年
よ
り
15
人（
０
・
６
％
）

減
少
︒
ま
た
公
表
資
料
で
は
︑

死
者
３
人
以
上
の
交
通
事
故

の
発
生
状
況
と
し
て
︑
貨
物

自
動
車
が
関
係
す
る
事
故
を

含
む
５
つ
の
事
例
を
掲
載
し
︑

交
通
事
故
防
止
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
を
促
し
て
い
る
︒

　

詳
細
は
警

察
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

概要
⑴ 流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律及び貨物自動車運送事業法の一
部を改正する法律の施行期日を定める政令

以下の事項に係る物流改正法の施行期日を令和7年 4月1日とする。
・荷主及び物流事業者に対する荷主等に対する努力義務　等【物効法】
・ 実運送体制管理簿の作成、運送契約締結時の書面交付、軽トラック事業者におけ
る貨物軽自動車安全管理者の選任　等【貨物自動車運送事業法】

⑵ 流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律及び貨物自動車運送事業法の一
部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令

・ 物効法施行令について、荷主に指導及び助言を行う荷主事業所管大臣の権限等を、
地方支分部局の長に委任することとする。
・ 物流改正法の施行に伴い、国土交通省組織令のうち物流・自動車局の所掌事務に
関する整理を行うこととするほか、関係政令の規定の整備を行うこととする。

⑶ 貨物自動車運送事業法施行令
　物流改正法の施行に伴い義務化される運送契約締結時の書面交付に関し、書面に記
載すべき事項の電磁的方法による提供の承諾に関する手続について定めることとする。

▷スケジュール
公布：7年 1月31日㈮　　施行：7年 4月1日㈫

 

取
り
組
み
事
例
等
を
紹
介

し
た
動
画
を
公
開

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
は
１
月

10
日
︑﹁
２
０
２
４
年
度
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂

開
催
動
画
の
公
開
を
開
始
し

た
︒

　

令
和
６
年
11
月
22
日
に
千

代
田
区
立
内
幸
町
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
︑
コ
ン
ク
ー
ル
上
位

９
団
体
の
表
彰
に
加
え
︑
受

賞
事
業
者
に
よ
る
優
秀
な
取

組
事
例
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
︒ 　

同
動
画
（
写
真
）
で
は
︑

当
日
発
表
が
行
わ
れ
た
取
組

事
例
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
︒

　

同
動
画
は
︑
エ
コ
モ
財
団

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）
か

ら
視
聴
可
能
︒

　

ま
た
︑
エ
コ
モ
財
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
二
次
元
コ
ー
ド
②
）

に
は
︑
開
催
概
要
と
講
演
内

容
を
ま
と
め
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
報
告
書
を
掲
載
し
て

い
る
︒

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
　事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より
目立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化してい
ます。道路交通法が改正され、令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

①エコモ財団
YouTubeチャンネル

②シンポジウム
開催報告書

　国土交通省では、平成 28年度から毎年度、運送事業
者等における今後の事故防止対策の参考となるよう、「プ
ロドライバーの健康管理・労務管理の向上、飲酒運転防
止による事故防止に関するセミナー」を開催しています。
　本年度は、健康起因事故や過労運転を防止するための
取り組みのほか、未だ発生する飲酒運転の防止策につい
ても、有識者および関係事業者等から紹介します。

・開催日時  令和 7年 2月17日㈪　13:15～ 16:30
・参加費  無料
・開催形式   【対面（会場）】場所：TKPガーデンシティ

PREMIUM田町ホール4B
  【オンライン】Zoom
・定員  【対面（会場）】90人
  【オンライン】900人

※ 申し込みなどの詳細は、国交省ホーム
ページ（二次元コード）を参照。

健康・過労起因事故や
飲酒運転防止のためのセミナーを開催

国交省

　東日本高速道路㈱、中日本高速道路㈱、西日本高速道路㈱のNEXCO３社は１月29日、
令和７年度（７年４月～８年３月）における工事規制予定を公表した。

【公表対象工事】
〔路線〕
・NEXCO３社の管理する高速道路
〔公表対象期間〕
・７年４月１日～８年３月 31日の間に実施を予定している工事
〔条件〕
・ リニューアル工事や集中工事などの工事規制による渋滞を予測し
ているもの

■渋滞を伴う影響の大きい工事規制予定（７年４月～８年３月）
　二次元コード①

※ 工事規制予定は、７年１月末時点の予定であり、変更される場合
がある。最新の情報は、各社の工事規制情報の掲載サイト（下記）
を参照
※ 今回公表した計画以外に、災害発生時や緊急補修時に長期間の工
事規制を実施する場合がある

　NEXCO３社では、工事日程などの詳細は決まり次第随時、各社
の公式Web サイトや工事専用Web サイトなどで案内するととも
に、渋滞などによる道路利用者への影響が最小限となるよう取り組
んでいくこととしており、運行前には最新の交通情報を確認し、迂
回や出発時間の変更などへの協力を呼びかけている。

　なお、各社の工事規制情報は、以下の二次元コードから確認でき
る。

■NEXCO東日本（二次元コード②）
■NEXCO中日本（二次元コード③）
■NEXCO西日本（二次元コード④）

令和 7年度　高速道路における令和 7年度　高速道路における
影響の大きい工事規制予定について影響の大きい工事規制予定について
　～事前に確認して　ゆとりある運行を！～

NEXCO3社

NEXCO東日本

影響の大きい
工事規制予定

NEXCO中日本

NEXCO西日本
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

※
解
答
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

第34回「富山県朝日町『小川温泉』」第34回「富山県朝日町『小川温泉』」

　

東
京
駅
か
ら
北
陸
新
幹

線
に
乗
車
し
て
富
山
駅
で

下
車
︒
電
車
︑
バ
ス
を
乗

り
継
い
で
訪
れ
た
の
は
︑

日
本
の
ヴ
ェ
ニ
ス
と
呼
ば

れ
る
﹁
新
湊
内
川
エ
リ

ア
﹂︒
前
々
か
ら
興
味
が

あ
っ
た
地
で
︑
内
川
は
古

く
か
ら
舟
運
河
と
し
て
人

々
の
生
活
に
深
く
溶
け
込

ん
で
い
て
︑
護
岸
の
両
サ

イ
ド
が
彼
の
地
の
雰
囲
気
に
似
て
絵
に
な
り
︑

﹁
な
る
ほ
ど
﹂
と
納
得
し
ま
し
た
︒

　

こ
の
あ
と
︑
地
元
の
電
力
会
社
に
勤
め
て
い

た
友
人
と
︑
高
岡
駅
前
で
12
年
ぶ
り
に
再
会
を

果
た
し
ま
し
た
︒
彼
と
は
共
に
﹁
温
泉
好
き
﹂

と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑
今
回
の
温
泉
２
人
旅
が

実
現
し
た
次
第
で
す
︒
彼
の
車
で
向
か
っ
た
今

宵
の
宿
は
︑
温
泉
三
昧
に
浸
れ
る
︑
富
山
県
朝

日
町
の
﹁
小
川
温
泉
元
湯　

ホ
テ
ル 

お
が
わ
﹂︒

北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
宿
は
︑
川
沿

い
に
佇
む
風
情
の
あ
る
お
宿
︒
湯
の
花
が
凝
固

し
て
で
き
た
﹁
天
然
洞
窟 

野
天
風
呂
﹂
な
ど
︑

個
性
あ
ふ
れ
る
５
つ
の
湯
は
た
ま
ら
な
い
魅
力

で
す
︒
16
時
頃
に
宿
に
着
く
と
︑
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
12
畳
の
和
室
に
通
さ
れ
ま
し
た
︒
窓
を
開

け
る
と
︑
清
々
し
い
空
気
が
吹
き
込
み
︑
と
て

も
新
鮮
な
気
持
ち
で
す
︒
宿
に
向
か
う
途
中
で

購
入
し
た
地
ビ
ー
ル
を
取
り
出
し
て
︑
ま
ず
は

再
会
を
祝
し
て
乾
杯
︒
久
し
振
り
に
見
る
彼
は

60
歳
で
潔
く
リ
タ
イ
ア
し
た
こ
と
も
あ
る
の
か
︑

生
き
方
や
立
ち
振
る
舞
い
な
ど
に
﹁
一
点
の
曇

り
﹂
も
あ
り
ま
せ
ん
︒
逆
に
︑
世
間
の
荒
波
に

未
だ
揉
ま
れ
て
い
る
私
を
︑﹁
都
会
の
荒
波
に
よ

く
耐
え
て
る
な
︒
あ
る
意
味
偉
い
よ
﹂
と
︑
気

遣
う
優
し
さ
で
す
︒

　

小
休
止
し
て
早
速
浴
衣
に
着
替
え
︑﹁
い
ざ
温

泉
！
﹂
へ
︒
ま
ず
は
︑
宿
の
横
を
流
れ
る
小
川

に
面
し
た
﹁
露
天
岩
風
呂
﹂
へ
向
か
い
ま
し
た
︒

辺
り
一
面
は
静
寂
に
包
ま
れ
︑
川
の
清
ら
か
な

せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
耳
に
心
地
よ
く
響
き
ま
す
︒

湯
に
浸
か
り
な
が
ら
︑彼
い
わ
く﹁
机
上
の
勉
強
︑

社
会
の
勉
強
︑
世
渡
り
の
勉
強
︑
す
べ
て
卒
業

し
て
︑
心
は
晴
れ
晴
れ
し
て
る
よ
﹂︒
人
に
言
え

な
い
苦
労
も
多
々
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
︑
彼
の

声
は
生
き
生
き
し
て
︑
対
岸
の
大
き
な
岩
々
に

反
響
し
て
﹁
こ
だ
ま
﹂
が
還
る
よ
う
で
し
た
︒

　

夕
餉
は
︑
地
産
地
消
の
食
材
が
中
心
で
︑
山

の
幸
も
海
の
幸
も
身
体
に
優
し
い
も
の
ば
か
り

で
︑
自
然
と
杯
が
進
み
ま
し
た
︒
そ
の
晩
は
︑

蒲
団
に
横
に
な
っ
た
ま
ま
︑
い
つ
の
間
に
か
深

い
眠
り
に
就
い
た
の
で
し
た
︒

　

鳥
の
囀
り
で
目
を
覚
ま
す
と
︑
朝
の
６
時
前

で
す
︒
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い
る
友
人
を
起
こ
さ

ぬ
よ
う
に
︑
小
川
の
清
流
や
森
を
眺
め
な
が
ら

入
る
こ
と
が
で
き
る
﹁
大
浴
場
﹂
に
向
か
い
ま

し
た
︒
清
々
し
い
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
は
一
服
の

清
涼
剤
で
す
︒
遅
れ
て
来
た
友
人
は
﹁
い
や
ぁ

良
く
寝
た
︑
い
く
つ
も
夢
を
見
た
け
ど
︑
最
後

の
夢
は
富
山
湾
で
２
人
で
釣
り
を
し
て
い
る
長

閑
な
景
色
だ
っ
た
よ
﹂︒

　

朝
食
を
済
ま
せ
︑
彼
の
車
で
高
岡
駅
に
向
か

い
︑
固
い
握
手
を
し
て
別
れ
ま
し
た
︒
勿
論
︑

次
回
の
再
会
を
約
束
し
て
︒

（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

　

ト
ラ
ッ
ク
タ

イ
ヤ
の
主
要
原

材
料
と
し
て
使

わ
れ
る
天
然
ゴ

ム
の
価
格
が
︑上
昇
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
︒

同
時
に
世
界
中
で
天
然
ゴ
ム
の
熾
烈
な
獲
得

競
争
が
行
わ
れ
︑
そ
の
競
争
に
よ
っ
て
︑
違

法
な
森
林
伐
採
が
横
行
し
︑
自
然
災
害
を
も

た
ら
す
気
候
変
動
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
︒

　

そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
が
︑﹁
東
京
モ
ー
タ

ー
シ
ョ
ー
２
０
１
５
﹂
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
・

ブ
ー
ス
で
発
表
さ
れ
た﹁
グ
ア
ユ
ー
ル
﹂で
す
︒

当
時
︑
天
然
ゴ
ム
の
樹
木
を
腐
ら
せ
る
疫
病

が
発
生
し
︑
タ
イ
ヤ
の
材
料
と
し
て
使
え
る

天
然
ゴ
ム
が
東
南
ア
ジ
ア
で
し
か
採
取
で
き

急
務
で
す
﹂︒

　

飛
行
機
用
タ

イ
ヤ
や
︑
大
型

ク
レ
ー
ン
の
よ
う
な
重
機
用
タ
イ
ヤ
に
は
︑
さ

ら
に
高
品
質
な
天
然
ゴ
ム
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
︒

ま
た
前
出
の
研
究
者
は
︑
資
源
の
獲
得
競
争
に

よ
っ
て
︑
近
い
将
来
︑
高
品
質
な
天
然
ゴ
ム
が

枯
渇
す
る
危
険
性
も
挙
げ
て
い
ま
し
た
︒
そ
れ

は
つ
ま
り
︑
天
然
ゴ
ム
か
ら
で
き
た
ト
ラ
ッ
ク
タ

イ
ヤ
が
支
え
て
い
る
﹁
日
本
の
物
流
﹂
の
停
滞

も
意
味
し
ま
す
︒

　

そ
れ
か
ら
約
10
年
が
経
っ
た
現
在
︑
天
然
ゴ

ム
の
消
費
は
さ
ら
に
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
︒
そ

れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
︑
規
制
に
乗
り
だ

し
た
の
が
欧
州
（
Ｅ
Ｕ
）
で
す
︒
過
剰
な
森
林

伐
採
に
よ
り
︑
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
へ
の
対
応
策
と
し

て
︑
２
０
２
３
年
︑﹁
欧
州
森
林
破
壊
防
止
規
則

（
Ｅ
Ｕ
Ｄ
Ｒ
）﹂
が
発
効
さ
れ
ま
し
た
︒

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
天
然
ゴ
ム
の
代

替
資
源
と
し
て
は
︑﹁
ロ
シ
ア
タ
ン
ポ
ポ
﹂
が
有

名
で
し
た
が
︑
代
替
資
源
の
研
究
が
さ
ら
に
進

み
︑
ア
メ
リ
カ
南
西
部
・
メ
キ
シ
コ
北
部
が
原

産
の
﹁
グ
ア
ユ
ー
ル
﹂
と
い
う
干
ば
つ
耐
性
が
高

い
低
木
か
ら
も
︑
天
然
ゴ
ム
と
同
じ
素
材
が
取

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
︒

　

天
然
ゴ
ム
の
樹
木
を
最
初
か
ら
育
て
る
に
は

10
年
以
上
の
月
日
が
か
か
り
ま
す
が
︑
グ
ア
ユ

ー
ル
で
あ
れ
ば
毎
年
採
取
で
き
ま
す
︒
東
京
モ

ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
５
の
ブ
ー
ス
で
︑
グ
ア
ユ

ー
ル
の
研
究
者
に
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
︑
天

然
ゴ
ム
の
未
来
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
︑
切

迫
し
た
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
︒﹁
ト
ラ
ッ
ク

タ
イ
ヤ
に
は
最
高
品
質
の
天
然
ゴ
ム
し
か
使
え

ま
せ
ん
か
ら
︑
代
替
材
料
の
発
見
と
実
用
化
は

　

そ
の
内
容
は
と
て
も
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の

で
︑
Ｅ
Ｕ
市
場
で
物
品
を
販
売
︑
も
し
く
は
Ｅ

Ｕ
市
場
か
ら
物
品
を
輸
出
す
る
と
き
︑
そ
の
物

品
が
森
林
破
壊
に
関
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す

証
明
書
の
発
行
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
︒
そ
の
Ｅ
Ｕ
Ｄ
Ｒ
の
対
象
品
に
天
然
ゴ

ム
が
含
ま
れ
た
こ
と
で
︑
高
品
質
な
ゴ
ム
を
確

保
す
る
た
め
の
競
争
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
︒

　

Ｅ
Ｕ
Ｄ
Ｒ
の
適
用
は
当
初
︑
大

企
業
に
対
し
て
︑
２
０
２
４
年
12

月
末
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
︑
準
備
が
整
わ
ず
︑
１
年
延
期

と
な
り
ま
し
た
︒し
か
し
な
が
ら
︑

そ
の
準
備
が
進
む
こ
と
に
よ
り
︑

﹁
タ
イ
ヤ
向
け
天
然
ゴ
ム
﹂
の
価

格
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
︑
日
本

も
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
と
同
じ
よ
う

に
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
価

格
が
１
本
10
万
円
超
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒
タ
イ
ヤ
ケ
ア
の
重

要
性
を
真
剣
に
考
え
る
時
代
が
到

来
し
て
い
る
の
で
す
︒

 

第
160
回 

「
タ
イ
ヤ
業
界
を
揺
る
が
す
Ｅ
Ｕ
Ｄ
Ｒ
」

令
和
７
年
度
﹁
全
国
安

全
週
間
﹂
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

募
集

２
月
17
日
㈪
ま
で

　

厚
生
労
働
省
で
は
現
在
︑

令
和
７
年
度
﹁
全
国
安
全
週

間
﹂
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集

し
て
い
る
︒

　

厚
労
省
と
中
央
労
働
災
害

防
止
協
会
で
は
︑﹁
産
業
界

で
の
自
主
的
な
労
働
災
害
防

止
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
︑
広
く
一
般
の
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着

を
図
る
こ
と
﹂
を
目
的
と
し

て
︑
６
月
を
準
備
月
間
︑
７

月
１
日
~
７
日
を
本
週
間
と

し
て
︑
同
週
間
を
実
施
し
て

い
る
︒

　

募
集
テ
ー
マ
は
︑次
の
通
り
︒

・
製
造
業
や
建
設
業
は
も
と

よ
り
︑
高
年
齢
労
働
者
や
外

国
人
労
働
者
の
増
加
な
ど
就

業
構
造
の
変
化
お
よ
び
働
き

方
の
多
様
性
を
踏
ま
え
た
安

全
対
策
の
必
要
性
も
喚
起
で

き
る
も
の

・
転
倒
災
害
や
腰
痛
と
い
っ

た
︑
労
働
者
の
行
動
に
起
因

す
る
労
働
災
害
の
予
防
に
必

要
な
︑
安
全
意
識
の
啓
発
や

体
づ
く
り
の
必
要
性
を
喚
起

で
き
る
も
の

・
転
職
等
に
伴
う
経
験
の
少

な
い
未
熟
練
の
労
働
者
へ
の

安
全
対
策
の
必
要
性
を
喚
起

で
き
る
も
の

・
企
業
の
安
全
管
理
体
制
の

強
化
を
奮
起
さ
せ
る
も
の

　

募
集
期
間
は
︑
２
月
17
日

㈪
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）︒

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
︑
厚

労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

長
時
間
労
働
是
正
に
求
め

ら
れ
る﹁
商
慣
行
の
見
直
し
﹂

﹁
し
わ
寄
せ
の
是
正
﹂

労
働
基
準
関
係
法
制
研
究
会

報
告
書

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
８
日
︑

﹁
労
働
基
準
関
係
法
制
研
究

れ
な
か
っ
た
部
分
を
含
め
た

制
度
研
究
を
実
施
︒
特
に
︑

時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
の

上
限
規
制
に
関
し
て
は
︑
令

和
６
年
度
か
ら
自
動
車
運
転

者
に
も
適
用
と
な
っ
た
時
間

外
・
休
日
労
働
時
間
の
上
限

規
制
に
つ
い
て
︑
な
お
一
般

よ
り
長
い
上
限
が
適
用
さ
れ

て
い
る
た
め
︑
健
康
確
保
措

置
の
あ
り
方
や
︑
一
般
の
上

限
規
制
の
適
用
に
向
け
た
取

り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
を
議
論
す
べ
き
と
し
た
上

で
︑
長
時
間
労
働
の
是
正
に

は
︑
労
働
時
間
制
度
だ
け
で

な
く
︑
官
公
庁
取
引
を
含
む

商
慣
行
の
見
直
し
や
︑
大
企

業
や
親
会
社
︑
国
・
地
方
自

治
体
の
働
き
方
改
革
が
中
小

企
業
や
子
会
社
を
は
じ
め
︑

取
引
先
に
し
わ
寄
せ
を
生
じ

さ
せ
る
状
況
の
是
正
と
い
っ

部
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
物
流
拠
点

の
役
割
や
供
給
方
法
の
多
様

化
等
の
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
︑
営
業
倉
庫
を
含
め
た
物

流
拠
点
に
係
る
政
策
の
あ
り

方
や
検
討
を
行
う
た
め
に
実

施
し
て
い
る
も
の
︒

　

今
回
は
︑
第
２
回
検
討
会

（
６
年
12
月
10
日
開
催
）
に

お
い
て
実
施
し
た
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
機
関
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
︑﹁
物

流
拠
点
の
今
後
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
﹂
報
告
書
骨

子
（
案
）
に
つ
い
て
検
討
を

実
施
︒
物
流
拠
点
に
お
け
る

課
題
と
支
援
策
の
現
状
を
踏

ま
え
た
上
で
︑
今
後
の
方
向

性
（
案
）
と
し
て
︑
別
掲
で

会
﹂（
座
長
:
荒
木
尚
志
東

京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
教
授
）
の
報
告
書
が

公
表
さ
れ
た
と
発
表
し
た
︒

　

同
研
究
会
は
︑
今
後
の
労

働
基
準
関
係
法
制
に
つ
い
て
︑

包
括
的
か
つ
中
長
期
的
な
検

討
を
行
う
と
と
も
に
︑﹁
働

き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
﹂（
平
成
30
年
法
律

第
71
号
）
附
則
第
12
条
に
基

づ
く
労
働
基
準
法
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
︑
具
体
的
な
検

討
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
も
の
︒

　

同
報
告
書
で
は
︑
働
き
方

改
革
関
連
法
の
施
行
か
ら
５

年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
︑

そ
の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ

い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
う

と
と
も
に
︑
働
き
方
改
革
関

連
法
で
は
改
正
の
対
象
と
さ

 

物
流
拠
点
整
備
の
今
後
の

方
向
性
等
に
つ
い
て
議
論

「
物
流
拠
点
の
今
後
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
1
月
29

日
︑
第
３
回
﹁
物
流
拠
点
の

今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
会
﹂（
座
長
:
大
島
弘
明

流
通
経
済
大
学
流
通
情
報
学

た
観
点
も
重
要
で
あ
る
と
指

摘
︒
改
善
に
向
け
て
は
︑
厚

労
省
と
所
管
省
庁
が
協
力
し

示
し
た
３
点
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
べ
き
と
の
提
言
が

示
さ
れ
た
︒

　

そ
の
後
︑
委
員
に
よ
る
意

見
交
換
が
行
わ
れ
︑
多
岐
に

わ
た
る
問
題
提
起
が
寄
せ
ら

て
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
し

た
︒

れ
た
︒

　

今
回
の
議
論
を
踏
ま
え
た

上
で
︑
３
月
下
旬
に
開
催
予

定
の
第
４
回
検
討
会
に
お
い

て
︑﹁
報
告
書
﹂（
案
）
が
示

さ
れ
る
予
定
︒

 

１
月
か
ら
労
働
者
死
傷
病

報
告
の
報
告
事
項
が
改
正

電
子
申
請
が
義
務
化

　

労
働
者
死
傷
病
報
告
の
報

告
事
項
が
１
月
１
日
に
改
正

さ
れ
︑
電
子
申
請
が
同
日
よ

り
義
務
化
さ
れ
た
︒

　

労
働
者
が
労
働
災
害
等
に

よ
り
死
亡
し
︑
ま
た
は
休
業

し
た
時
に
は
︑
事
業
者
は
所

轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
労

働
者
死
傷
病
報
告
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
労
働

安
全
衛
生
規
則
第
97
条
）︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
労
働

者
死
傷
病
報
告
の
報
告
事
項

に
つ
い
て
︑
災
害
発
生
状
況

を
よ
り
的
確
に
把
握
す
る
こ

と
等
を
目
的
と
し
て
︑
図
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
電
子
申
請
に
あ
た

っ
て
は
︑
厚
生
労
働
省
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
﹁
労
働
安
全
衛

生
法
関
係
の
届
出
・
申
請
等

帳
票
印
刷
に
係
る
入
力
支
援

サ
ー
ビ
ス
﹂
の
活
用
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
パ
ソ
コ
ン
端
末
を

所
持
し
て
い
な
い
等
の
事
情

に
よ
り
電
子
申
請
が
困
難
な

場
合
は
︑
当
分
の
間
︑
書
面

に
よ
る
報
告
も
可
能
︒

　

さ
ら
に
︑
同
日
か
ら
︑﹁
総

括
安
全
衛
生
管
理
者
／
安
全

管
理
者
／
衛
生
管
理
者
／
産

業
医
の
選
任
報
告
﹂︑﹁
定
期

健
康
診
断
結
果
報
告
﹂︑﹁
心

理
的
な
負
担
の
程
度
を
把
握

す
る
た
め
の
検
査
結
果
等
報

告
﹂
等
の
報
告
も
電
子
申
請

が
義
務
化
さ
れ
た
︒

　

詳
細
は
︑

厚
労
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

今後の方向性（案）
⑴物流拠点の整備に係る国の方針策定
　物流拠点の社会的重要性が増していることを踏まえ、物流拠点の
機能、立地や整備に際して配慮するべき事項等について、国が一
定の方針を示すべきではないか。

⑵基幹物流拠点の整備に係る関与・支援
　ダブル連結トラック・自動運転トラック等を活用した幹線輸送の拡
大、地域配送との接続や運転手の交代等の拠点として、以下の要
件（①～⑥）を備えた基幹物流拠点の整備が適切に進むよう、国
が一定の関与・支援を行うべきではないか。
①トラック輸送の変容への対応
②物資の流通への対応
③地域における産業政策・地域活性化政策への対応
④交通のアクセス性
⑤DX・GXへの対応
⑥不特定多数の者への開放、防災機能等

⑶公共性の高い物流拠点の整備・再構築に係る支援
　保管、荷捌き等を通じて、国民の生活や経済活動に不可欠な物
資の調達に関係する公共性の高い物流拠点については、その機能
や役割に着目し、老朽化した施設の円滑な整備・再構築が促進さ
れるべきではないか。

過労死等の防止対策について議論を展開

過労死等防止調査研究センター
研究成果発表シンポジウムを開催

　労働安全衛生総合研究所過労死等防止調査研究センターでは３月５日に、
令和６年度「研究成果発表シンポジウム」を開催する。
　同センターは、過労死等に関する実態の把握や、その発生メカニズムの解
明および効果的な防止対策に関する調査研究を行っている。
　今年度は、「働きやすさと働きがいを追求する」をテーマに、最新の研究成
果の発表と、企業の取り組みについての報告から、実際の労働現場で過重
労働や過労死等を減らし、より働きやすい職場にするにはどうしたらよいかにつ
いて議論する。
　開催日時は、３月５日㈬ 13時～17時。会場参加（ＡＰ新
橋４階ルームＤ＋Ｅ）またはオンライン（Ｚｏｏｍウェビナー）で開催。
　プログラムや申込などの詳細は、同センターのホームページ
（二次元コード）を参照。

図

第３回「物流拠点の今後のあり方に関する検討
会」（1月29日、国交省）
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「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.1％の燃費向上、車両故障件数20.9％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2022年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約１～２カ月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽1-4-14 後楽森ビル10階〒112-0004
https://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の施策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
　押してください

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
　押してください

トラック
バス・タクシー 13時30分～16時00分2月12日（水） オンライン 東北運輸局

トラック
バス・タクシー 13時30分～16時30分2月17日（月）

AP横浜
Bルーム（４階）
神奈川県横浜市西区北幸2-6-1
ONEST横浜西口ビル

関東運輸局

トラック
バス・タクシー 13時30分～15時30分2月26日（水） オンライン 九州運輸局

中国運輸局交通政策部
環境・物流課
☎082-228-3496

13時30分～16時00分2月19日（水） オンライン 中国運輸局トラック
バス・タクシー

行
っ
て
い
る
︒

　

同
社
に
入
社
し
て
か
ら
本

格
的
に
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
る
こ

と
に
な
っ
た
清
水
さ
ん
は
︑

﹁
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が

で
き
る
の
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
仕
事
は
自
分
に
と
て
も
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
︒

ま
た
︑
日
々
の
乗
務
を
通
じ

て
︑
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
こ
と

の
な
い
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
よ

か
っ
た
で
す
﹂
と
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
の
魅

　

清
水
さ
ん
に
︑
日
々
の
仕

事
の
面
で
気
を
付
け
て
い
る

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
伺
っ
た
︒

　
﹁
お
客
様
に
荷
物
を
無
事

に
お
届
け
す
る
こ
と
こ
そ
が

自
分
の
責
務
だ
と
捉
え
︑
強

い
責
任
感
を
も
っ
て
仕
事
に

あ
た
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

　

清
水
茂
さ
ん
は
︑
昭
和
49

年
４
月
に
ふ
じ
も
と
運
送
㈱

に
入
社
し
た
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ

イ
バ
ー
で
あ
る
︒

　

清
水
さ
ん
は
同
社
に
入
社

す
る
以
前
︑
兵
庫
県
明
石
市

内
に
あ
る
青
果
市
場
で
働

き
︑
構
内
輸
送
や
２
㌧
車
で

の
配
達
を
し
て
い
た
︒
そ
の

後
︑
友
人
が
同
社
の
社
長
に

声
を
か
け
ら
れ
た
の
を
機
に
︑

清
水
さ
ん
も
同
社
に
入
社
し

た
︒

　

清
水
さ
ん
は
入
社
後
に
中

型
免
許
や
大
型
免
許
を
取
得

し
︑
長
年
に
わ
た
っ
て
長
距

離
輸
送
に
従
事
︒
丹
波
市
内

に
あ
る
ベ
ッ
ド
メ
ー
カ
ー
で

製
造
さ
れ
た
ベ
ッ
ド
や
関
連

家
具
︑
ま
た
パ
レ
ッ
ト
販
売

・
レ
ン
タ
ル
会
社
の
パ
レ
ッ

ト
な
ど
を
近
畿
や
東
海
エ
リ

ア
の
ほ
か
︑
東
京
や
九
州
な

ど
に
も
輸
送
し
て
い
た
︒
現

在
は
主
に
パ
レ
ッ
ト
な
ど
の

地
場
輸
送
に
あ
た
っ
て
い
る

ほ
か
︑
運
行
管
理
補
助
者
の

業
務
や
倉
庫
管
理
の
仕
事
も

国
交
省﹁
令
和
６
年
自
動
車
関
係
功
労

者
大
臣
表
彰
﹂
を
受
賞
し
、藤
本
社
長

（
写
真
㊨
）
と
記
念
撮
影
を
行
っ
た
清

水
さ
ん
（
写
真
㊧
）

力
に
つ
い
て
語
る
︒
一
方
で
︑

渋
滞
な
ど
の
影
響
で
着
荷
主

先
へ
の
到
着
が
遅
く
な
っ
た

り
︑
逆
に
早
く
到
着
し
て
し

ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
︒

﹁
事
故
が
な
く
︑
定
め
ら
れ

た
時
刻
通
り
に
荷
物
を
運
ん

だ
時
に
は
︑
着
荷
主
先
の
担

当
者
か
ら
﹃
あ
り
が
と
う
﹄

と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
︑
自
分
に
と
っ
て
も
大
き

な
喜
び
に
な
り
ま
す
﹂
と
︑

清
水
さ
ん
は
語
る
︒

す
︒﹃
大
切
な
荷
物
を
お
預

か
り
し
て
い
る
﹄
と
考
え
る

こ
と
で
︑
積
卸
作
業
や
運
転

に
も
細
心
の
注
意
を
払
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
︒
常
日
頃
か
ら
慎
重
な
運

転
を
心
が
け
て
き
た
こ
と
も

あ
り
︑
こ
れ
ま
で
に
大
き
な

事
故
を
起
こ

し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ

ん
︒
日
頃
か

ら
﹃
安
全
第

一
﹄
を
心
が

け
な
が
ら
仕

事
に
向
き
合

う
こ
と
が
︑

ド
ラ
イ
バ
ー

の
仕
事
を
長

く
続
け
る
こ

と
が
で
き
た

秘
訣
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
﹂（
清

水
さ
ん
）

　

日
本
の
物
流
を
支
え
て
い

る
長
距
離
輸
送
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
︑
長
時
間
労
働
に
な
り

や
す
い
︒
一
方
で
︑
長
時
間

労
働
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
身
体

的
・
精
神
的
負
担
に
な
る
だ

け
で
な
く
︑
交
通
事
故
を
引

き
起
こ
す
リ
ス
ク
を
高
め
る

こ
と
か
ら
︑
厚
生
労
働
省
で

は
﹁
自
動
車
運
転
者
の
労
働

時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基

　

当
社
の
特
長
は
︑

従
業
員
が
非
常
に
い

い
人
間
関
係
の
中
で

仕
事
を
し
て
い
る
こ
と

で
す
︒
藤
本
社
長
は
︑﹁
良

い
人
間
関
係
が
質
の
良
い
輸

送
・
職
場
環
境
を
生
み
出

す
﹂
と
い
う
考
え
か
ら
︑﹁
人

づ
く
り
﹂
を
重
視
し
た
経
営

を
進
め
て
お
り
︑
こ
う
し
た

当
社
の
姿
勢
が
従
業
員
全
員

に
浸
透
し
て
い
ま
す
︒

　

当
社
で
は
︑
休
憩
室
に
薪

ス
ト
ー
ブ
を
導
入
し
て
お
り
︑

準
（
改
善
基
準
告
示
）﹂
を

改
正
す
る
な
ど
の
対
策
を
図

っ
て
き
た
︒

　

清
水
さ
ん
に
長
距
離
輸
送

が
中
心
だ
っ
た
頃
を
振
り
返

っ
て
も
ら
う
と
︑﹁
日
々
の
乗

務
を
通
じ
て
︑
行
っ
た
こ
と

の
な
い
場
所
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
い
い
気
分
転

換
に
な
り
ま
し
た
︒
会
社
が

し
っ
か
り
運
行
管
理
を
し
て

く
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
︑

自
分
と
し
て
は
︑
長
時
間
労

働
は
あ
ま
り
苦
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
﹂
と
い
う
︒
一

方
で
︑
運
動
不
足
に
な
り
や

す
い
こ
と
か
ら
︑
日
頃
か
ら

歩
く
よ
う
に
心
が
け
た
り
︑

荷
役
作
業
を
通
じ
て
体
を
動

か
す
よ
う
に
す
る
な
ど
︑
自

身
の
健
康
状
態
に
は
注
意
を

払
っ
て
き
た
︒

　

地
場
輸
送
主
体
の
現
在

は
︑輸
送
業
務
が
な
い
日
も
︑

運
行
管
理
者
補
助
や
倉
庫
管

理
の
業
務
に
就
く
日
も
あ
る

と
い
う
︒

　

午
後
４
時
過
ぎ
に
な
る

と
︑
地
場
輸
送
の
ド
ラ
イ
バ

ー
た
ち
が
会
社
に
戻
っ
て
く

る
︒
す
る
と
︑
社
内
は
急
に

ド
ラ
イ
バ
ー
が
帰
っ
て
く
る

夕
方
の
時
間
に
合
わ
せ
て
︑

薪
を
く
べ
て
部
屋
を
暖
め
て

い
ま
す
︒
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設

置
し
た
こ
と
で
︑
業
務
終
了

後
に
自
然
な
暖
か
み
を
感
じ

る
休
憩
室
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
合
う
ド
ラ
イ
バ

ー
が
増
え
て
い
ま
す
︒
休
憩

室
で
の
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
の

情
報
交
換
も
︑
良
質
な
人
間

関
係
の
醸
成
に
一
役
買
っ
て
い

ま
す
︒

　

当
社
で
は
65
歳
定
年
制
を

採
用
し
て
い
ま
す
が
︑
清
水

さ
ん
を
は
じ
め
︑
60
代
や
70

代
で
も
元
気
に
頑
張
っ
て
い

る
従
業
員
も
い
ま
す
︒
特
に

清
水
さ
ん
は
勤
続
50
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
︑
会
社
の
こ

　

日
々
の
食
事
に
お
い
て
も
︑

清
水
さ
ん
の
妻
が
毎
日
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

作
る
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
︑

清
水
さ
ん
は
嫌
い
な
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
っ
て
も
し
っ
か
り
と
食

べ
る
よ
う
に
心
が
け
て
き
た
︒

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
︑
清

水
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
病
気

で
入
院
を
し
た
こ
と
も
な

く
︑
元
気
に
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
清
水
さ
ん
が
出
社

す
る
際
に
は
﹁
あ
ま
り
無
理

を
し
な
い
よ
う
に
︑
気
を
付

け
て
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
﹂と
︑

妻
が
毎
日
温
か
く
見
送
っ
て

く
れ
る
と
い
う
︒
さ
ら
に
︑

清
水
さ
ん
が
長
距
離
輸
送
の

ド
ラ
イ
バ
ー
を
し
て
い
た
頃
︑

地
域
の
行
事
に
つ
い
て
は
﹁
私

が
代
わ
り
に
行
く
か
ら
︑
あ

な
た
は
休
ん
で
い
な
さ
い
﹂

と
︑
清
水
さ
ん
に
代
わ
っ
て

妻
が
出
席
し
て
く
れ
る
こ
と

も
多
か
っ
た
と
い
う
︒
清
水

さ
ん
は
︑
長
距
離
ド
ラ
イ
バ

ー
と
い
う
仕
事
に
対
す
る
理

解
が
あ
っ
た
妻
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
︒

活
気
づ
く
︒
若
い
ド
ラ
イ
バ

ー
た
ち
に
と
っ
て
︑
社
歴
が

長
く
︑
業
務
の
こ
と
を
何
で

も
知
っ
て
い
る
清
水
さ
ん
は

非
常
に
頼
れ
る
存
在
で
あ

り
︑
清
水
さ
ん
は
若
い
ド
ラ

イ
バ
ー
た
ち
の
相
談
に
も
積

極
的
に
の
っ
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
も

と
を
全
て
知
り
尽
く
し
て
い

る
た
め
︑
非
常
に
頼
り
が
い

の
あ
る
存
在
で
す
︒

　

従
業
員
に
健
康
に
働
き
続

け
て
も
ら
う
た
め
に
は
︑
健

康
管
理
が
大
事
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
す
︒
当
社

で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
年
２
回

健
康
診
断
を
受
診
さ
せ
︑
受

診
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
適

切
な
指
導
を
行
う
と
と
も

に
︑
特
に
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
は
︑
健
診
や
適
齢

診
断
結
果
を
も
と
に
︑
社
長

や
管
理
者
が
点
呼
時
な
ど
に

体
調
の
確
認
な
ど
積
極
的
に

声
が
け
す
る
な
ど
の
対
応
を

採
っ
て
い
ま
す
︒

　

今
後
も
︑
取
引
先
の
皆
様

に
当
社
の
輸
送
品
質
の
高
さ

を
認
め
て
い
た
だ
い
た
上
で
︑

運
送
会
社
と
し
て
持
続
的
な

発
展
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒
そ
の
た
め

に
求
め
ら
れ
て
く
る
の
が﹁
事

故
防
止
﹂
だ
と
考
え
て
い
ま

す
︒
今
後
も
一
つ
ひ
と
つ
の
仕

事
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が

ら
︑
取
引
先
と
親
密
な
関
係

を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
も
︑
そ
し

て
管
理
者
も
和
気
あ
い
あ
い

と
語
り
合
う
こ
と
の
で
き
る

社
内
の
雰
囲
気
の
良
さ
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
︑
こ
の
会
社

で
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
﹂
と
︑
清
水
さ

ん
は
同
社
の
魅
力
を
語
っ
た
︒

　

清
水
さ
ん
が
同
社
に
入
社

し
て
か
ら
︑
昨
年
で
50
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
︒

家
族
や
会
社
の
仲
間
た
ち
︑

そ
し
て
取
引
先
の
人
々
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
︑
長
年
同
社

で
の
仕
事
を
続
け
︑
物
流
を

守
り
抜
い
て
き
た
清
水
さ

ん
︒
清
水
さ
ん
は
︑
自
動
車

関
係
事
業
に
多
年
精
励
し
功

績
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
︑
国
土
交
通
省
﹁
令
和
６

年
自
動
車
関
係
功
労
者
大
臣

表
彰
﹂
を
受
賞
し
た
︒

　
﹁
こ
れ
ま
で
一
生
懸
命
仕
事

に
励
ん
で
き
ま
し
た
が
︑
こ

ん
な
立
派
な
賞
が
い
た
だ
け

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
︒
50
年
と
い
う
長
き

に
わ
た
り
︑
健
康
で
大
き
な

事
故
も
な
く
︑
日
々
誇
り
を

も
ち
な
が
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
が
︑
私
に
と
っ
て
の
一

番
の
喜
び
で
す
︒
50
年
間
当

社
で
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
頑

張
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
︑

私
の
こ
と
を
支
え
て
く
れ
た

周
り
の
皆
さ
ん
が
い
た
か
ら

こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

73
歳
と
な
っ
た
清
水
さ
ん

だ
が
︑
今
後
も
ま
だ
ま
だ
元

気
で
働
き
続
け
た
い
と
考
え

て
い
る
と
い
う
︒

ふじもと運送㈱
［藤本　佳己　代表取締役］

所在地	 兵庫県丹波市山南町村森 657
資本金	 2,000 万円
創業	 昭和 43 年 9月
設立	 平成 5 年 5月
従業員数	 48 人（うちドライバー18 人）
車両数	 17 台

令和７年新春特集（前編）長
年
に
わ
た
っ
て
長
距
離
輸
送
に
従
事

取
引
先
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
が
大
き
な
支
え
に

ふ
じ
も
と
運
送
㈱
（
兵
庫
県
丹
波
市
）　

清し

み

ず水　

茂し
げ
る

さ
ん
（
73
）

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
（
令
和
６
年
国
土
大
臣
表
彰
受
賞
者
）

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
（
令
和
６
年
国
土
大
臣
表
彰
受
賞
者
）

5050
年
に
わ
た
り
物
流
の
最
前
線
で
活
躍
　
支
え
て
く
れ
た
「
周
り
の
方
々
」
に
深
く
感
謝

年
に
わ
た
り
物
流
の
最
前
線
で
活
躍
　
支
え
て
く
れ
た
「
周
り
の
方
々
」
に
深
く
感
謝

自
身
の
健
康
状
態
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
　
積
み
重
ね
て
き
た
高
い
実
績

自
身
の
健
康
状
態
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
　
積
み
重
ね
て
き
た
高
い
実
績

ケース①

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑﹁
物
流
の
最
前
線
で
日
々
活
躍

さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
︑
こ
の
職
業
を

選
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
く
﹂
た
め
に
︑
様
々
な
施

策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
編
集
部
で
は
︑
日
々
の
仕
事
の
中
で
﹁
幸

せ
﹂
を
感
じ
る
瞬
間
は
ど
の
よ
う
な
時
な
の
か
︑
輸
送
の
現
場

で
活
躍
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
探
っ
た
︒

　

本
特
集
は
︑
４
人
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
焦
点
を
当
て
︑

仕
事
へ
の
様
々
な
思
い
を
紹
介
す
る
こ
と
で
︑
各
運
送
事
業
者

に
お
け
る
具
体
的
な
取
り
組
み
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
︒

　

今
回
は
そ
の
前
編
と
し
て
︑
２
人
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
支
え
る
経
営
者
・
管
理
者
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
す
る
︒

　
（
ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
齢
は
令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
）

風
通
し
の
良
い
人
間
関
係
が

風
通
し
の
良
い
人
間
関
係
が

「
質
の
良
い
輸
送
」
や
良
好
な
職
場
環
境
を
醸
成
す
る

「
質
の
良
い
輸
送
」
や
良
好
な
職
場
環
境
を
醸
成
す
る

管
理
者
の
声

岸田　裕靖　業務部長岸田　裕靖　業務部長

荷
物
を
無
事
に
届
け
る
こ
と
が
自
分
の
責
務

「
安
全
第
一
」
を
最
重
点
に
仕
事
に
向
き
合
う

業
務
を
知
り
尽
く
し
た
「
頼
れ
る
存
在
」
と
し
て

し
ば
ら
く
は
元
気
で
働
き
続
け
た
い

同社の大型トラックの前に立つ清水さん。かつては、大型車での長距離輸送にもあ
たっていた

清水さんは、運行管理補助者として運行管理者をサポー
ト。何でも話せる相談相手として若手ドライバーからの信
頼も厚い

清水　茂さん

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
“
幸
せ
”
と
は

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
“
幸
せ
”
と
は

最
前
線
で
活
躍
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
・
経
営
者
の
声
か
ら
探
る

最
前
線
で
活
躍
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
・
経
営
者
の
声
か
ら
探
る
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︻
解
説
︼
社
内
の
労
働
者
同
士
の
金
銭

の
貸
し
借
り
は
︑
そ
も
そ
も
﹁
私
人
間

の
金
銭
消
費
貸
借
契
約
﹂
で
す
か
ら
︑

個
人
的
な
問
題
で
あ
り
︑
本
来
会
社
が

関
与
す
べ
き
事
柄
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
返
済
を
巡

る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
よ
り
︑
事
業
場
の

円
滑
な
業
務
運
営
が
妨
げ
ら
れ
る
よ
う

　
「
あ
る
地
方
の
市
役
所
の
課
長
級

職
員
が
、
部
下
ら
50
人
余
り
か
ら
計

約
６
千
万
円
も
の
お
金
を
借
り
た
後

亡
く
な
り
、
大
半
は
返
さ
れ
な
い
ま

ま
だ
っ
た
」
と
い
う
内
容
の
新
聞
記

事
を
読
み
ま
し
た
。
弊
社
で
は
、
こ

の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た

め
、
就
業
規
則
で
社
内
の
金
銭
の
貸

し
借
り
を
禁
止
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
を
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

 第296回 

就 業 規 則 で 社 内
の 金 銭 の 貸 し 借
りを禁止したいが

な
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
た
め
︑最
高
裁
は
﹁
企
業
秩
序
は
︑

企
業
の
存
立
と
事
業
の
円
滑
な
運
営

の
維
持
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
︑
企
業
は
︑
企
業
秩
序
を
維

持
確
保
す
る
た
め
︑
こ
れ
に
必
要
な

諸
事
項
を
規
則
を
も
っ
て
一
般
的
に
定

め
︑
あ
る
い
は
具
体
的
に
労
働
者
に
指

示
︑
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂（
最

三
小
判
・
昭
52
・
12
・
13
︑
富
士
重

工
事
件
）
と
し
て
︑
就
業
規
則
で
金

銭
の
貸
し
借
り
を
禁
止
す
る
こ
と
を
認

め
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑﹁
企
業
秩
序
に

違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
は
︑

そ
の
違
反
行
為
の
内
容
︑
態
様
︑
命

令
等
を
明
ら
か
に
し
て
︑
乱
さ
れ
た

企
業
秩
序
の
回
復
に
必
要
な
業
務
上

の
指
示
︑
命
令
を
発
し
︑
ま
た
は
違

反
者
に
対
し
制
裁
と
し
て
懲
戒
処
分

を
行
う
た
め
︑
事
実
関
係
の
調
査
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂（
同
）
と
し
て

お
り
︑禁
止
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
︑

懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
︒

　

就
業
規
則
に
禁
止
規
定
を
設
け
る

に
あ
た
っ
て
は
︑
労
働
者
同
士
の
金
銭

の
貸
し
借
り
が
企
業
秩
序
を
乱
す
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
︑
服
務
規
律
規
定
と
し
て
︑
金
銭

貸
借
を
禁
止
す
る
旨
の
条
項
を
定
め
︑

そ
の
上
で
︑
当
該
規
定
に
違
反
し
た

場
合
に
は
懲
戒
に
処
す
る
旨
の
懲
戒

処
分
規
定
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
︒
そ
し
て
︑
懲
戒
処
分
規
定
の
内

容
に
つ
い
て
は
︑
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

で
ど
の
程
度
の
処
分
を
行
う
か
を
考
慮

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

例
え
ば
︑
同
僚
間
で
昼
休
み
に
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
寄
り
ジ
ュ
ー
ス

や
コ
ー
ヒ
ー
を
買
う
際
︑
た
ま
た
ま

財
布
を
忘
れ
た
り
︑
小
銭
が
足
り
な
か

っ
た
り
し
て
︑
少
額
の
金
銭
を
借
り
た

と
い
う
よ
う
な
場
合
ま
で
懲
戒
処
分

に
す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま

す
︒
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
︑
金
銭
の

貸
し
借
り
が
企
業
秩
序
を
乱
し
た
と

ま
で
は
一
概
に
い
え
ま
せ
ん
の
で
︑
懲

戒
処
分
は
せ
ず
︑
就
業
規
則
の
禁
止

規
定
の
趣
旨
を
説
明
し
な
が
ら
︑
業

務
命
令
と
し
て
注
意
指
導
を
行
う
と

い
う
よ
う
な
運
用
を
す
べ
き
で
し
ょ

う
︒

　

し
か
し
︑
金
額
が
少
額
で
も
そ
れ

が
あ
ま
り
に
も
頻
繁
に
行
わ
れ
︑
職

場
内
で
の
借
金
が
横
行
し
た
り
す
る
と
︑

人
間
関
係
が
悪
化
し
て
職
場
の
秩
序

が
乱
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
︑
原
則
と

し
て
は
︑金
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
︑

貸
し
借
り
を
禁
止
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
︒
さ
ら
に
︑
部
下
が
上
司
に

貸
し
付
け
た
り
す
る
場
合
に
は
︑
人

事
考
課
の
不
正
な
ど
に
も
繋
が
り
ま

す
の
で
︑厳
し
い
処
分
が
望
ま
れ
ま
す
︒

要
は
︑規
定
上
﹁
情
状
に
応
じ
︑譴
責
︑

減
給
︑
出
勤
停
止
︑
降
格
ま
た
は
懲

戒
解
雇
に
処
す
る
﹂
な
ど
と
定
め
な

が
ら
︑
実
際
の
処
分
に
あ
た
っ
て
は
︑

﹁
企
業
秩
序
が
ど
の
程
度
乱
さ
れ
た

か
﹂︑﹁
本
人
は
反
省
し
て
い
る
か
﹂
な

ど
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
踏
ま
え
て
慎

重
に
判
断
す
る
と
い
う
よ
う
な
︑
柔
軟

な
運
用
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
︒
こ
の
ほ
か
︑
社
員
研
修
な
ど
を
通

じ
︑
就
業
規
則
で
金
銭
の
貸
し
借
り

を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
の
周
知
徹
底
と

そ
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
も
大
切
で

す
︒

Ａ�

懲
戒
処
分
は
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
を
踏
ま
え
て
慎
重
に

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑

議
員
立
法
に
よ
る
﹁
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
﹂
改
正
を
目
指
し
て

い
る
︒
事
業
法
改
正
の
主
眼
は﹁
事

業
許
可
更
新
制
﹂の
導
入
で
あ
る
︒

　

こ
れ
ま
で
は
一
度
許
可
を
取
得

す
る
と
︑
重
大
な
法
令
違
反
で
も

な
い
限
り
許
可
を
失
う
こ
と
が
な

か
っ
た
︒
事
業
許
可
は
﹁
有
償
で

運
送
を
し
て
も
よ
い
﹂
と
い
う
︑

い
わ
ば﹁
資
格
﹂で
あ
る
︒
だ
が
︑

﹁
資
格
﹂
は
あ
っ
て
も
︑
利
用
者

に
責
任
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
﹁
資
質
﹂

が
伴
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
︒

残
念
な
が
ら
︑
そ
の
よ
う
な
事
業

者
が
存
在
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
︒
そ
こ
で
︑
安
全
管
理
や
環
境

対
策
な
ど
様
々
な
﹁
資
質
﹂
を
証

明
す
る
た
め
に
︑
代
表
的
な
も
の

は
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー

ク
）
や
グ
リ
ー
ン
経
営
な
ど
︑
第

三
者
が
認
定
や
認
証
す

る
﹁
客
観
的
品
質
﹂
が

あ
っ
た
︒

　

事
業
法
改
正
法
案
が

通
れ
ば
︑
今
度
は
﹁
資

格
﹂
の
維
持
継
続
自
体

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
︒
な
ぜ
︑
許
可
更
新

制
が
俎そ

じ
ょ
う上
に
上
っ
て
き

た
の
か
︒
そ
れ
は
﹁
資

質
﹂
に
欠
け
る
事
業
者
が
﹁
適

正
競
争
﹂
を
妨
げ
て
い
た
か
ら

だ
︒
利
用
者
の
利
便
性
を
よ
り

良
く
す
る
に
は
︑﹁
適
正
競
争
﹂

を
通
し
て
生
産
性
を
向
上
す
る

こ
と
が
必
要
だ
︒
し
か
し
︑﹁
資

質
﹂
に
欠
け
る
事
業
者
は
﹁
安

全
対
策
や
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
コ

ス
ト
な
ど
を
軽

視
し
て
不
適
正

な
競
争
を
し
て

い
た
︒
そ
の
た

め
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件

を
劣
悪
な
も
の

と
し
て
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
を
招

き
︑
結
果
的
に

は
利
用
者
の
利

便
性
向
上
を
阻

害
し
て
い
た
﹂︒

　

で
は
︑
事
業

許
可
更
新
制
を

導
入
す
る
に
あ

た
っ
て
︑
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
︒第
一
に
は
︑

行
政
の
事
務
処
理
な
ど
の
コ
ス

ト
増
と
労
力
負
担
で
あ
る
︒
そ

こ
で
試
算
し
て
み
た
︒
国
土
交

通
省
に
よ
る
と
︑
令
和
６
年
３

月
末
に
お
け
る
事
業
者
数
は
６

万
２
８
４
８
事
業
者
だ
が
︑
６
万

事
業
者
と
し
よ
う
︒
全
国
の
運
輸

支
局
数
は
52
支
局
＋
１
事
務
所

（
北
海
道
は
７
支
局
︑
沖
縄
県
は

事
務
所
）
だ
が
︑
こ
れ
も
計
算
上

50
支
局
と
す
る
︒
ま
た
︑
更
新
期

間
は
５
年
く
ら
い
が
妥
当
と
思
わ

れ
る
の
で
︑仮
に
５
年
と
し
よ
う
︒

　

す
る
と
︑
許
可
申
請
は
年
平
均

１
万
２
０
０
０
件
で
︑
月
平
均
で

は
１
０
０
０
件
に
な
る
︒
こ
れ
を

50
支
局
で
平
均
す
れ
ば
申
請
件
数

は
月
20
件
な
の
で
︑
月
の
稼
働
日

を
20
日
と
す
る
と
１
日
１
件
の
申

請
件
数
だ
︒
こ
れ
な
ら
行
政
の
コ

ス
ト
増
や
労
力
負
荷
も
対
応
可
能

な
範
囲
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒
ま
た
︑

適
正
化
事
業
実
施
機
関
が
巡
回

指
導
時
に
︑
許
可
更
新
の
可
否
判

断
の
参
考
に
な
る
項
目
も
チ
ェ
ッ

ク
す
る
よ
う
に
し
て
︑
行
政
と
の

連
携
を
図
れ
ば
よ
い
︒

　

一
方
︑
事
業
者
側
は
ど
う
か
︒

過
去
の
経
験
で
は
︑﹁
申
請
に
必

要
な
書
類
作
成
な
ど
が
大
変
﹂
と

い
う
意
見
も
出
て
き
そ
う
だ
︒
だ

が
︑
５
年
に
１
度
の
申
請
書
類
作

成
が
本
当
に
大
変
で
あ
る
と
い
う

経
営
実
態
だ
と
す
れ
ば
︑﹁
適
正

競
争
﹂
に
参
加
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー

と
し
て
の
﹁
資
格
﹂
が
問
わ
れ
て

も
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
︒

第
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ラ
ッ
ク
に
乗
務
し
て
い
た
が
︑

42
歳
の
時
に
運
行
管
理
者
資

格
を
取
得
し
︑
現
在
は
運
行

管
理
と
配
車
業
務
を
主
体
に

し
て
い
る
︒
同
社
に
は
57
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
在
籍
し
て

お
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
毎
日

無
事
故
で
戻
っ
て
く
る
こ
と

が
︑
大
き
な
や
り
が
い
だ
と

話
す
︒

　
﹁
当
社
で
は
社
内
に
ホ
ー

ム
が
あ
り
︑
荷
物
が
一
旦
ホ

ー
ム
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
︒

集
ま
っ
て
き
た
荷
物
を
︑
長

距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
と
地
場
輸

送
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
協
力
し

な
が
ら
積
み
込
み
し
︑
そ
れ

ぞ
れ
の
配
送
先
へ
と
出
発
し

て
い
き
ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

の
協
力
体
制
が
確
立
で
き
て

い
る
の
が
︑
当
社
の
最
大
の

特
長
と
な
っ
て
い
ま
す
﹂（
塚

本
さ
ん
）

そ
の
後
︑
７
日
に
石
川
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
（
久
安
常
信
会

長
）か
ら
沖
津
憲
洋
社
長
に
︑

志
賀
町
へ
の
輸
送
要
請
が
あ

り
︑
沖
津
社
長
か
ら
連
絡
を

受
け
た
塚
本
さ
ん
は
緊
急
物

資
輸
送
に
あ
た
る
こ
と
の
で

き
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
招
集
︒

２
台
の
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
で
︑
ツ

ー
マ
ン
体
制
で
被
災
地
に
向

け
て
出
発
し
た
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
１
人
で
は
︑

余
震
や
通
行
不
能
箇
所
の
遭

遇
な
ど
︑
不
測
の
事
態
に
対

処
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
考

え
︑
１
台
当
た
り
２
人
体
制

で
向
か
う
こ
と
に
し
ま
し
た
︒

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発

生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
で
は
︑
塚
本
さ
ん
を
は

じ
め
と
し
た
同
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
４
人
が
緊
急
支
援
物
資

輸
送
に
あ
た
っ
た
︒

　

同
地
震
で
は
︑
石
川
県
志

賀
町
や
輪
島
市
で
震
度
７
を

観
測
し
た
ほ
か
︑
同
社
が
本

社
を
構
え
る
か
ほ
く
市
も
震

度
５
強
の
揺
れ
が
襲
っ
た
︒

　

発
災
当
日
︑
会
社
は
正
月

で
休
業
し
て
お
り
︑
９
日
か

ら
仕
事
始
め
の
予
定
だ
っ
た
︒

発
災
当
日
に
従
業
員
の
安
否

確
認
が
行
わ
れ
︑
従
業
員
全

員
の
無
事
を
確
認
で
き
た
︒

の
仕
事
を
続
け
て
い
く
上
で
︑

大
事
な
こ
と
に
つ
い
て
伺
っ
た
︒

　
﹁
近
年
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
で
は
︑
若
年
ド
ラ
イ
バ

ー
が
入
社
し
て
も
な
か
な
か

定
着
し
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
︒
若
年
層
に
ド
ラ

イ
バ
ー
の
仕
事
を
長
く
続
け

て
も
ら
う
た
め
に
は
︑
待
遇

や
労
働
環
境
な
ど
を
改
善

し
︑
も
っ
と
希
望
を
も
て
る

よ
う
な
業
界
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
︒
物
流
の
将
来
を
担

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
若
年

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
と
っ
て

働
き
や
す
い
職
場
環
境
整
備

の
実
現
に
向
け
て
︑
管
理
者

側
が
よ
り
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

　

か
つ
て
塚
本
さ
ん
が
ド
ラ

イ
バ
ー
だ
っ
た
頃
に
は
︑
日

曜
日
に
積
み
込
み
や
輸
送
を

行
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

が
︑
現
在
で
は
取
引
先
の
理

解
も
あ
り
︑
基
本
的
に
土
・

日
曜
は
休
業
と
な
っ
て
い
る
︒

休
み
の
日
に
は
︑
友
人
た
ち

と
の
草
野
球
や
妻
と
買
い
物

な
ど
を
し
て
過
ご
す
こ
と
が

多
い
と
い
う
︒
塚
本
さ
ん
が

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
頃
に
は
︑

自
身
の
健
康
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

と
い
う
が
︑
現
在
で
は
運
行

管
理
者
と
し
て
の
立
場
か

ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
︑

健
康
管
理
の
重
要
性
に
つ
い

て
伝
え
て
い
る
︒

　

最
後
に
︑
同
社
の
従
業
員

が
今
後
も
長
く
ド
ラ
イ
バ
ー

　

塚
本
豊
可
さ
ん
は
︑
高
等

学
校
を
卒
業
後
に
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
働
い
て
い
た
が
︑

20
歳
の
頃
に
友
人
の
両
親
が

運
送
事
業
を
起
業
す
る
こ
と

を
き
っ
か
け
に
転
職
︒
そ
の

会
社
で
２
㌧
車
︑
４
㌧
車
に

よ
る
地
場
配
送
を
経
験
し
た

が
︑
長
距
離
輸
送
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
憧
れ
を
も
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
︑
22
歳
の
時
に
沖
津

運
輸
㈱
に
入
社
︒
以
降
︑
同

社
で
32
年
の
社
歴
を
誇
る
従

業
員
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
繊
維
製
品
や

工
業
用
フ
ィ
ル
タ
ー
︑
機
械

製
品
な
ど
の
輸
送
を
手
が
け

て
い
る
︒
か
ほ
く
市
は
繊
維

製
品
の
生
産
が
盛
ん
で
︑
塚

本
さ
ん
は
主
に
大
阪
へ
の
輸

送
に
あ
た
っ
て
い
た
︒
ま
た
︑

工
業
用
フ
ィ
ル
タ
ー
の
輸
送

で
は
ユ
ー
ザ
ー
が
全
国
各
地

に
点
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑

塚
本
さ
ん
は
全
国
各
地
へ
の

輸
送
を
行
っ
て
い
た
︒

　

同
社
で
は
︑﹁
車
を
大
切

に
し
て
い
る
と
事
故
を
起
こ

さ
な
い
﹂
と
の
考
え
か
ら
１

人
１
車
制
を
採
っ
て
お
り
︑

乗
務
す
る
ト
ラ
ッ
ク
は
自
分

で
管
理
し
︑
洗
車
も
丁
寧
に

行
っ
て
い
る
︒
現
在
︑
塚
本

さ
ん
に
は
妻
と
20
代
の
息
子

が
２
人
い
る
が
︑
息
子
た
ち

が
ま
だ
幼
か
っ
た
頃
︑
母
親

と
同
社
の
前
を
通
る
と
︑
塚

本
さ
ん
が
自
分
の
乗
務
す
る

ト
ラ
ッ
ク
を
熱
心
に
洗
車
し

て
い
た
た
め
︑
幼
い
息
子
た

ち
は
父
親
の
姿
を
見
て
﹁
お

父
さ
ん
の
仕
事
は
洗
車
な
の

？
﹂
と
尋
ね
る
ほ
ど
だ
っ
た

と
い
う
︒

　
﹁
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ

た
頃
は
︑
夜
間
運
行
時
の
眠

気
と
の
戦
い
に
苦
労
し
ま
し

た
﹂と
振
り
返
る
塚
本
さ
ん
︒

そ
う
し
た
中
で
も
︑
無
事
到

着
し
︑
取
引
先
か
ら
感
謝
の

言
葉
を
も
ら
え
た
時
は
︑
達

成
感
が
と
て
も
大
き
か
っ
た

と
い
う
︒

　

塚
本
さ
ん
は
20
年
ほ
ど
ト

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
塚
本
さ

ん
を
は
じ
め
と
し
た
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー

４
人
が
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た
っ
た

奥
能
登
地
方
の
被
災
地
で

は
︑
の
と
里
山
街
道
な
ど
と

い
っ
た
主
要
道
路
の
被
害
が

大
き
く
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
︑
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク

で
向
か
い
ま
し
た
﹂（
同
）

　

２
台
の
ト
ラ
ッ
ク
は
︑
８

日
に
か
ほ
く
市
の
同
社
を
出

発
し
︑
緊
急
物
資
の
二
次
集

積
拠
点
と
な
っ
て
い
た
志
賀

町
役
場
に
向
か
っ
た
︒
志
賀

町
役
場
で
は
飲
料
水
や
パ
ン

な
ど
の
食
料
品
な
ど
を
積
載

し
︑
町
内
の
支
所
に
設
け
ら

れ
た
避
難
所
ま
で
３
往
復
輸

送
し
た
ほ
か
︑
別
の
支
所
に

あ
っ
た
簡
易
ベ
ッ
ド
を
別
の

避
難
所
ま
で
輸
送
し
た
︒

　

志
賀
町
に
到
着
す
る
と
︑

地
震
の
揺
れ
で
損
壊
し
た
家

屋
な
ど
も
多
く
み
ら
れ
︑
塚

本
さ
ん
や
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー

た
ち
は
不
安
に
感
じ
た
と
い

う
︒
ま
た
︑
道
路
に
架
か
る

橋
は
地
震
の
影
響
で
段
差
が

で
き
て
お
り
︑
車
両
が
通
行

で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
︒
塚

本
さ
ん
た
ち
は
︑
通
行
で
き

る
道
路
へ
と
迂
回
を
繰
り
返

し
な
が
ら
︑
何
と
か
緊
急
物

資
輸
送
を
完
遂
す
る
こ
と
が

で
き
た
︒

　

同
地
震
で
は
︑
同
社
以
外

に
も
多
く
の
石
川
県
ト
協
会

員
事
業
者
が
昼
夜
を
問
わ
ず

緊
急
出
動
を
行
い
︑
能
登
半

島
の
主
要
道
路
が
損
傷
す
る

な
ど
の
多
く
の
困
難
を
克
服

し
な
が
ら
︑
被
災
地
に
食
料

品
や
毛
布
な
ど
を
迅
速
に
輸

送
し
た
︒
同
社
を
は
じ
め
と

し
た
石
川
県
ト
協
会
員
事
業

者
に
よ
る
緊
急
物
資
輸
送
が

県
民
の
命
を
繋
ぐ
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
で
︑
被
災
者
の
信

頼
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
え
よ
う
︒

﹁
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
の
︑
被
災
者
の
命
を
守
る

た
め
の
俊
敏
な
行
動
は
︑﹃
社

会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹄
と
い

う
役
割
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
と
し
て
非
常
に
重

要
な
こ
と
だ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
︒
緊
急
物
資
輸
送
当

日
は
休
日
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
︑
被
災
者
の
た
め

に
出
社
し
て
く
れ
た
当
社
の

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
は
︑
非

常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

当
社
で
は
毎
週
月

曜
に
朝
礼
を
行
い
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
事
故
の
有
無
や

体
調
の
変
化
を
確
認
し
て
い

ま
す
︒こ
れ
は
︑先
代
社
長（
現

・
会
長
）
の
頃
か
ら
続
け
て

お
り
︑
安
全
意
識
と
健
康
管

理
の
徹
底
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
︒

　

ま
た
︑
作
業
環
境
の
改
善

に
つ
い
て
は
︑
従
業
員
お
よ

び
管
理
者
な
ど
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
上
で
改
善

を
進
め
︑
積
込
作
業
時
の
負

担
軽
減
な
ど
に
繋
げ
て
い
ま

す
︒

　

先
代
社
長
は
︑﹁
利
益
が

出
た
分
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

し
っ
か
り
と
還
元
す
る
よ
う

に
﹂
と
常
々
言
っ
て
い
ま
す
︒

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
︑
当

社
で
は
で
き
る
限
り
定
期
昇

給
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る

ほ
か
︑
有
給
休
暇
も
取
得
し

や
す
く
す
る
な
ど
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
待
遇
改
善
を
進
め
て

い
ま
す
︒
一
方
で
︑
昇
給
の

原
資
を
確
保
す
る
た
め
の
運

賃
・
料
金
の
値
上
げ
交
渉
に

つ
い
て
は
︑
荷
主
の
理
解
が

深
ま
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
︑

繊
維
製
品
に
つ
い
て
は
小
規

模
事
業
者
の
荷
主
も
少
な
く

な
い
た
め
︑
な
か
な
か
難
し

い
部
分
も
あ
り
ま
す
︒

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

で
は
︑
当
社
と
取
引
の
あ
る

荷
主
企
業
へ
の
被
害
は
な
く
︑

地
震
の
影
響
で
荷
物
量
が
減

少
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ

と
が
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
︒

ま
た
︑
当
社
の
従
業
員
の
多

く
が
同
地
震
の
揺
れ
を
体
感

し
た
こ
と
も
あ
り
︑
地
震
を

は
じ
め
と
し
た
自
然
災
害
へ

の
危
機
意
識
が
高
ま
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
︒
一
方
で
︑

正
月
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑

災
害
発
生
時
の
従
業
員
と
の

連
絡
体
制
が
十
分
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
︑
当
社
と
し
て

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

今
回
の
地
震
で
は
︑
当
社

や
従
業
員
に
大
き
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
し
か

し
︑
そ
れ
で
安
心
し
て
し
ま

い
︑
何
も
手
を
打
た
な
け
れ

ば
︑
次
の
大
規
模
災
害
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
︒
今
回
の

地
震
に
お
け
る
経
験
を
糧
に

し
な
が
ら
︑
緊
急
事
態
発
生

時
に
お
け
る
当
社
の
事
業
継

続
に
向
け
て
︑
取
り
組
み
も

強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒

沖津運輸㈱
［沖津　憲洋　代表取締役］

所在地	 石川県かほく市秋浜ニ19-1
資本金	 9,300 万円
創業	 昭和 39 年 1月
従業員数	 65 人（うちドライバー57 人）
車両数	 64 台

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
長
年
乗
務
し
運
行
管
理
者
へ

取
引
先
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
が
大
き
な
支
え
に

沖
津
運
輸
㈱
（
石
川
県
か
ほ
く
市
）　

塚つ
か
も
と本　

豊ゆ

た

か可
さ
ん
（
54
）

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
賃
金
引
き
上
げ
を

実
施
し
た
企
業
の
取
り
組
み
事
例
や
︑
各

地
域
に
お
け
る
平
均
的
な
賃
金
額
が
分
か

る
検
索
機
能
な
ど
︑
賃
金

引
き
上
げ
の
た
め
に
参
考

と
な
る
﹁
賃
金
引
き
上
げ

特
設
ペ
ー
ジ
﹂（
写
真
、
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
公
開
し
て
い
ま
す
︒

︻﹁
賃
金
引
き
上
げ
特
設
ペ
ー
ジ
﹂メ
ニュー
︼

①
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
取
り
組
み
事

例
　

賃
金
引
き
上
げ
の
事
例
を
収
集
し
︑
賃

金
引
き
上
げ
に
向
け
た
取
り
組
み
内
容
︑

そ
の
ポ
イ
ン
ト
や
従
業
員
の
声
な
ど
を
写

真
と
と
も
に
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

②
地
域
・
業
種
・
職
種
ご

と
の
平
均
的
な
賃
金
検
索

　

賃
金
引
き
上
げ
の
参
考

と
な
る
平
均
的
な
賃
金
額

を
検
索
で
き
る
ペ
ー
ジ
で

す
︒
都
道
府
県
別
に
︑
年

代
別
や
業
種
・
職
種
別
の

平
均
的
な
賃
金
額
を
検
索

で
き
ま
す
︒

③
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け

た
政
府
の
支
援
情
報

　

賃
金
引
き
上
げ
の
参
考

と
な
る
賃
金
引
き
上
げ
に

向
け
た
各
種
支
援
策
を
と

り
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
で
す
︒

賃
金
引
き
上
げ
︑
生
産
性

向
上
や
業
務
効
率
化
の
た

め
の
各
種
助
成
金
に
関
す

る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
︒

コラム 管
理
者
の
声

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
を
加
速

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
を
加
速

大
規
模
災
害
発
生
時
の
事
業
継
続
力
強
化
に
取
り
組
む

大
規
模
災
害
発
生
時
の
事
業
継
続
力
強
化
に
取
り
組
む

自
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

自
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

厚
労
省
「
賃
金
引
き
上
げ
特
設
ペ
ー
ジ
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

厚
労
省
「
賃
金
引
き
上
げ
特
設
ペ
ー
ジ
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！！

沖津　一也　常務取締役沖津　一也　常務取締役

「
被
災
さ
れ
た
方
々
の
命
を
何
と
し
て
も
守
る
」

多
く
の
困
難
を
克
服
し
緊
急
物
資
輸
送
を
遂
行

若
年
層
の
定
着
率
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に

効
果
的
な
対
応
策
を
柔
軟
に
打
ち
出
す

同社のロゴマークが燦
さ ん ぜ ん

然と輝く同社のトラックと塚本さ
ん。同社では繊維製品や工業用フィルターなどの輸送を
行っている

塚本さんは同社の運行管理者として、安全運行の確保に心
血を注いでいる

塚本　豊可さん

「
社
会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
と
し
て
　
誇
り
を
も
ち
な
が
ら
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た
る

「
社
会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
と
し
て
　
誇
り
を
も
ち
な
が
ら
緊
急
物
資
輸
送
に
あ
た
る

業
界
の
将
来
を
担
う
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
　
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
も
尽
力

業
界
の
将
来
を
担
う
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
　
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
も
尽
力

https://saiteichingin.mhlw.go.jp/chingin/ 

ケース②
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

図
３
で
は
︑
高
速
道
路
の

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
に
求
め

ら
れ
る
イ
ン
フ
ラ
支
援
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
る
︒
同
実

証
実
験
で
は
︑
次
の
①
~
⑤

に
つ
い
て
︑
有
効
性
を
検
証

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
と
︑
同

実
証
実
験
に
お
け
る
取
り
組

み
は
次
の
通
り
︒

① 

合
流
支
援
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム

　

高
速
道
路
本
線
を
走
行
す

る
本
線
車
両
の
走
行
速
度
等

の
情
報
を
連
絡
路（
ラ
ン
プ
）

を
走
行
す
る
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
に
提
供
し
︑
本
線
車
両

　

政
府
は
︑﹁
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
﹂
（
令
和
５
年
12
月
26
日
閣
議

決
定
）
等
に
お
い
て
︑
自
動

運
転
サ
ー
ビ
ス
（
移
動
／
物

流
）
に
関
す
る
政
府
目
標
を

と
の
相
対
的
な
位
置
や
速
度

の
調
整
を
支
援
す
る
シ
ス
テ

ム
︒
国
総
研
に
よ
る
官
民
共

同
研
究
で
構
築
し
た
普
通
車

向
け
の
シ
ス
テ
ム
を
も
と
に
︑

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
向
け
の

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
効
果
検

証
を
行
い
︑
技
術
基
準
を
策

定
・
展
開
す
る
︒

② 

先
読
み
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム

　

車
載
セ
ン
サ
ー
で
は
検
知

で
き
な
い
道
路
前
方
の
事
象

の
情
報
（
先
読
み
情
報
）
を

検
知
し
︑
高
速
道
路
本
線
の

上
流
部
を
走
行
す
る
自
動
運

転
ト
ラ
ッ
ク
に
提
供
し
︑
余

裕
を
も
っ
た
事
象
回
避
（
車

線
変
更
︑
減
速
等
）
を
支
援

す
る
シ
ス
テ
ム
︒
国
総
研
に

よ
る
官
民
共
同
研
究
で
開
発

し
た
普
通
車
向
け
の
情
報
提

供
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
も
と
に
︑

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
向
け
の

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
効
果
検

証
を
行
い
︑
技
術
基
準
を
策

定
・
展
開
す
る
︒

③
道
路
、
交
通
管
理

　

一
般
道
の
特
定
自
動
運
行

（
運
転
者
が
い
な
い
状
態
で

遠
隔
監
視
の
み
の
自
動
運

転
）
の
緊
急
時
対
応
は
︑
特

定
自
動
運
行
主
任
者
が
担
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
︒
一
方
︑

高
速
道
路
上
で
自
動
運
転
ト

ラ
ッ
ク
に
不
具
合
が
生
じ
た

場
合
︑
安
全
性
の
観
点
か
ら

一
般
道
よ
り
も
速
や
か
な
対

応
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
︑
道
路
管
理
者
や
警
察
な

ど
関
係
者
の
役
割
分
担
や
体

制
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

④
切
替
拠
点

　

自
動
・
手
動
の
切
り
替
え

等
（
ド
ラ
イ
バ
ー
乗
降
等
）

の
た
め
︑
Ｓ
Ａ
・
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
に
切
替

拠
点
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
︑
切
替
拠
点
と
し

て
の
駐
車
マ
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト

・
構
造
等
を
検
討
す
る
と
と

も
に
︑
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

の
普
及
や
物
流
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
等
に
お

け
る
切
替
拠
点
の
在
り
方
を

検
討
す
る
︒

⑤
自
動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン

　

自
動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン

図
１
の
通
り
定
め
て
い
る
︒

﹁
レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹁
２
０

２
５
（
令
和
７
）
年
度
以
降

の
実
現
﹂
を
政
府
目
標
と
し

　

６
年
12
月
４
日
に
は
︑
自

動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
要
素
技

術
検
証
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
き
た﹁
自
動
発
着
確
認
﹂

の
模
様
が
報
道
公
開
さ
れ
た
︒

　

こ
れ
は
︑
駿
河
湾
沼
津
Ｓ

Ａ
（
下
り
）︑遠
州
森
町
Ｐ
Ａ

　

国
土
交
通
省
は
６
年
７
月

に
︑
同
実
証
実
験
に
お
け
る

実
験
車
両
協
力
者
の
公
募
を

実
施
︒
そ
の
結
果
︑
ト
ラ
ッ

ク
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
な
る

﹁
Ｒ
ｏ
Ａ
Ｄ 

ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｌ
４ 

テ
ー
マ
３
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
﹂（
代
表
者
:
豊
田
通

商
㈱
）
と
︑
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
に
よ
る
運
送
事
業
の
実

施
を
計
画
し
て
い
る
事
業
者

﹁
㈱
Ｔ
２
﹂（
本
紙
６
年
12

月
25
日
号
参
照
）
の
２
者
が

に
新
東
名
高
速
道
路
（
駿
河

湾
沼
津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア︹
Ｓ

Ａ
︺
~
浜
松
Ｓ
Ａ
間
）
に
自

動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン
を
設

定
し
︑
レ
ベ
ル
４
自
動
運
転

し
た
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
は
︑

決
め
ら
れ
た
エ
リ
ア
に
自
動

で
停
車
︒
そ
の
後
︑
発
車
時

刻
を
迎
え
た
同
ト
ラ
ッ
ク
は

自
動
発
進
で
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
を

退
出
し
︑
本
線
に
合
流
す
る

（
図
５
）︒

実
験
車
両
協
力
者
と
し
て
採

択
さ
れ
た
︒

　

同
２
者
は
︑
６
年
11
月
５

日
か
ら
︑
自
動
運
転
車
優
先

レ
ー
ン
で
の
実
証
実
験
に
向

け
て
︑
前
述
の
①
~
⑤
に
関

す
る
要
素
技
術
検
証
を
ス
タ

ー
ト
︒
６
年
度
第
４
四
半
期

に
︑
自
動
運
転
車
優
先
レ
ー

ン
を
設
定
し
た
﹁
自
動
運
転

サ
ー
ビ
ス
支
援
道
﹂
と
し
て

の
実
証
実
験
を
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
︒

情
報
提
供
︑
被
合
流
支
援
情

報
提
供
︑
先
読
み
情
報
提
供

等
）
に
よ
る
レ
ベ
ル
４
自
動

運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
実
現
を
目

指
し
て
実
証
実
験
を
行
う
︒

ト
ラ
ッ
ク
の
実

現
に
向
け
た
実

証
実
験
を
実
施

す
る
こ
と
と
し

て
い
る
︒
実
証

実
験
の
概
要
は

図
２
の
通
り

で
︑
深
夜
時
間

帯
（
22
時
~
翌

５
時
︒
土
・
日

曜
︑
祝
日
︑
特

定
日
を
除
く
）

に
第
１
通
行
帯

を
自
動
運
転
車

優
先
レ
ー
ン
と

し
て
設
定
し
︑

車
両
開
発
と
連

携
し
た
路
車
協

調
（
合
流
支
援

で
は
︑
一
般
車
と
の
交
錯
や

路
上
障
害
物
等
に
関
す
る
リ

ス
ク
を
低
減
し
︑
自
動
運
転

車
が
継
続
走
行
可
能
な
道
路

交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め

の
機
能
を
提
供
す
る
︒
自
動

運
転
車
優
先
レ
ー
ン
の
有
効

性
等
を
は
じ
め
︑
必
要
な
機

能
等
を
検
証
す
る
︒

　

な
お
︑
同
実
証
実
験
に
お

け
る
検
証
項
目
は
︑
図
４
の

通
り
で
あ
る
︒

て
掲
げ
て
お
り
︑
そ
の
実
現

に
向
け
て
︑﹁
自
動
運
転
車

優
先
レ
ー
ン
﹂
実
証
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

６
年
度
は
︑
第
４
四
半
期

（
下
り
）︑浜
松
Ｓ
Ａ（
上
下
）

に
﹁
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
発

着
エ
リ
ア
﹂
を
仮
設
置
し
︑

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
が
同
エ

リ
ア
に
自
動
停
車
・
自
動
発

進
で
き
る
か
の
確
認
を
行
う

も
の
︒
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
進
入

図２

（出典）国交省第２回「自動運転インフラ検討会」（６年10月９日）資料

図１

（出典）国交省第１回「自動運転インフラ検討会」（６年６月27日）資料

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
が
依
然
と
し
て
深
刻
と
な
っ
て
い

る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
解
消
す
る
た
め

に
は
︑
荷
主
企
業
と
の
交
渉
を
通
じ
て
運

賃
・
料
金
を
適
切
な
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上

げ
︑
そ
れ
を
原
資
と
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の

待
遇
改
善
を
図
り
︑
業
界
を
魅
力
あ
る
も

の
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

一
方
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応

を
図
る
た
め
に
︑
自
動
運
転
技
術
の
開
発

が
進
み
つ
つ
あ
る
︒

　

国
土
交
通
省
道
路
局
︑
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
（
国
総
研
）
お
よ
び
中
日
本

高
速
道
路
㈱
で
は
︑﹁
自
動
運
転
イ
ン
フ
ラ

検
討
会
﹂（
座
長
:
羽
藤
英
二
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
）
を
構
成
す
る

関
係
省
庁
と
連
携
し
︑﹁
レ
ベ
ル
４
自
動
運

転
（
特
定
条
件
下
に
お
け
る
完
全
自
動
運

転
）
ト
ラ
ッ
ク
﹂
の
実
現
に
向
け
た
実
証

実
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

　

令
和
６
年
度
は
︑
新
東
名
高
速
道
路
に

﹁
自
動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン
﹂を
設
定
し
︑

車
両
開
発
と
連
携
し
た
︑
自
動
運
転
サ
ー

ビ
ス
支
援
道
に
お
け
る
自
動
運
転
ト
ラ
ッ

ク
の
公
道
走
行
の
実
証
実
験
を
予
定
し
て

い
る
︒

1
レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
実
用
化
に
向
け
て

自
動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン
を
新
東
名
に
設
定

自
動
運
転
車
優
先
レ
ー
ン
を
新
東
名
に
設
定

深
夜
時
間
帯
に
公
道
走
行
を
実
施

深
夜
時
間
帯
に
公
道
走
行
を
実
施

2
高
速
道
路
の
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
に
求
め
ら
れ
る
イ
ン
フ
ラ
支
援

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
性
を
担
保
す
る

自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
性
を
担
保
す
る

様
々
な
イ
ン
フ
ラ
支
援
を
検
討

様
々
な
イ
ン
フ
ラ
支
援
を
検
討

3
切
替
拠
点
か
ら
の
自
動
発
着
確
認

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
内
に
「
発
着
エ
リ
ア
」
を
設
定

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
内
に
「
発
着
エ
リ
ア
」
を
設
定

自
動
走
行
で
ス
ム
ー
ズ
に
発
着

自
動
走
行
で
ス
ム
ー
ズ
に
発
着

図４

（出典）国交省第２回「自動運転インフラ検討会」（６年10月９日）資料

６年12月４日に新東名浜松SAで実施された自動運転トラックの要素技術検証の現場公
開では、自動運転で走行してきた自動運転トラックが自動で駐車マスに停車した

図３

（出典）国交省第２回「自動運転インフラ検討会」（６年10月９日）資料

国交省など SA・PA 内での自動停車・自動発進を報道公開
自動運転トラックの実現に向けて　新東名高速で公道走行の実証実験開始へ自動運転トラックの実現に向けて　新東名高速で公道走行の実証実験開始へ
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危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
４
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①この場面では、左側の路地から子どもが飛び出してきて
います。子どもに驚いた電動キックボードがバランスを
崩し転倒する危険があります。漫然と電動キックボード
に追従していると、バランスを崩し自車の前に出てきた
電動キックボードと衝突する危険があります。電動キッ
クボードは車輪が小さく、立って運転するために、急な
ハンドル操作やブレーキ操作でバランスを崩して転倒
しやすい特徴があります。電動キックボードを見かけた
時は、まず減速して、その動静をしっかり確認しましょう。
追い越す時は、十分な側方間隔を確保してください。

②子どもは友達と遊びに夢中になると、車の接近に気づか
ずに飛び出してくることがあります。また、他の子どもと
同じような行動をすることがあるため、一人が走り出す
と同じように走り出すこともあります。こうした子どもの
特性を理解しておき、交差点で子どもが飛び出してきた
時は、２人目の飛び出しを予測して、一時停止して安全
を確認しましょう。

③生活道路では、歩行者や自転車は、自分の庭の一部と考
え、一時停止の場所でも一時停止せずに飛び出してくる
ことがあります。プロのドライバーとして、生活道路を利
用する歩行者や自転車の安全確保は最優先です。生活
道路を走行する時は優先意識を捨て、弱者保護の運転

①子どもの飛出しに驚き、バランスを崩した電動キ
ックボードと衝突する危険があります（図１）。

②最初の子どもを追いかけてきた２人目の子ども
と衝突する危険があります（図2）。

③先の路地から飛び出してきた自転車と衝突する
危険があります（図3）。

　あなたは、電動キックボードに追従し
ながら一方通行の生活道路を走行して
います。前方の側道から子どもが飛び出
してきました。この場面にはどのような危
険がありますか。また、危険を避けるため
にはどのような運転をすればよいでしょ
うか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

に努めましょう。また、交差路に近づいた時は、交
差路から歩行者や自転車が飛び出してくることを
予測するとともに、一時停止するなどしてしっかり
安全を確認したうえで通過しましょう。

電動キックボード

子どもの飛び出し

二人目の飛び出し

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜信号編〜
	 【解 答】4面に問題

❶	×（施行令第2条第1項）赤色の
灯火の信号の場合、車両等は停止位
置を越えて進行してはならず、交差点
に接近していて安全な停止ができな
い場合はそのまま進行することがで
きるという規定はない。

❷	×（施行令第2条第1項）赤色の
灯火の点滅信号の場合は、車両は停
止位置で一時停止しなければならな
いが、歩行者は他の交通に注意して
進行することができる。

❸	○（施行令第2条第1項）青色の
灯火の矢印信号の場合は、車両は黄

色の灯火または赤色の灯火の信号
にかかわらず、矢印の方向に進むこ
とができる。

❹	×（施行令第4条第1項）警察官
による手信号で、腕を垂直に上げて
いるときは、その身体に対面する交
通は赤信号と同じで、身体と平行す
る交通は黄信号と同じである。

❺	○（施行令第5条）警察官の灯火に
よる信号で、灯火を横に振っていると
きは、灯火の振られている方向に進
行する交通は青信号と同じで、対面
する交通は赤信号と同じである。

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】  ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵
便はがきに貼ってお送りください。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報
とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正解者の中から抽せんで20
名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】  令和7年2月28日㈮（当日消印有効）

【宛て先】  〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
  （公社）全日本トラック協会 総務部広報室

【 発 表 】  当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。「まちがいさがし」の正
解は、3月1日号（予定）の本紙に掲載予定です。皆様のご応募をお待ちしています。
※ ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラッ
ク協会 個人情報保護方針」に準じます。

まちがいさがしまちがいさがし
30か所みつけられるかな？30か所みつけられるかな？

「まめまき」テーマ「まめまき」テーマ

ほっと一息ほっと一息

Ａ

Ｂ

【作画】前川しんすけ

　

な
お
︑
今
回
の
実
証
実
験

で
は
︑
本
線
か
ら
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
へ
の
分
流
お
よ
び
Ｓ
Ａ
・

Ｐ
Ａ
か
ら
本
線
へ
の
合
流
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
手
動
運

転
で
行
わ
れ
た
︒

　

同
実
証
実
験
に
は
︑﹁
Ｒ

ｏ
Ａ
Ｄ 

ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ
ｅ 
Ｌ
４ 

テ
ー
マ
３
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
﹂

の
ト
ラ
ッ
ク
５
台
と
︑﹁
㈱
Ｔ

２
﹂
の
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
参

加
︒
ト
ラ
ッ
ク
に
は
︑
周
囲

の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の

カ
メ
ラ
や
︑
レ
ー
ザ
ー
光
を

使
っ
た
高
性
能
セ
ン
サ
ー（
Ｌ

ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
）︑
自
車
の
位
置

情
報
を
推
定
す
る
全
球
測
位

衛
星
シ
ス
テ
ム（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）

セ
ン
サ
ー
︑
車
両
の
向
き
な

ど
を
検
知
す
る
慣
性
計
測
装

置
（
Ｉ
Ｍ
Ｕ
）
な
ど
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑

周
囲
を
走
行
す
る
一
般
車
両

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
動
運
転

ト
ラ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
を
示

す
た
め
︑車
体
に
大
き
く
﹁
自

動
運
転
実
証
実
験
中
﹂
と
表

示
し
た
ほ
か
︑
自
動
走
行
中

し
て
き
た
同
ト
ラ
ッ
ク
は
︑

進
入
後
に
自
動
運
転
に
切
り

替
え
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
内
を
ゆ

っ
く
り
と
し
た
速
度
で
移
動

し
︑
同
エ
リ
ア
に
停
車
︒
停

車
後
に
は
︑
待
機
し
て
い
た

係
員
が
︑
正
し
い
位
置
に
停

車
で
き
た
か
を
確
認
す

る
た
め
︑
停
車
位
置
の

測
定
を
行
っ
た
︒
同
日

の
実
証
実
験
で
は
︑
い

ず
れ
の
ト
ラ
ッ
ク
も
ド

ラ
イ
バ
ー
が
運
転
に
介

入
す
る
こ
と
な
く
︑
同

エ
リ
ア
に
自
動
で
ス
ム

ー
ズ
に
停
車
す
る
こ
と

が
で
き
た
︒

　

同
エ
リ
ア
か
ら
の
発

進
も
自
動
で
行
わ
れ
︑

同
ト
ラ
ッ
ク
は
ゆ
っ
く

り
と
し
た
速
度
で
︑
本

線
と
の
合
流
部
を
目
指

し
て
自
動
走
行
し
た
︒

そ
の
後
︑
ト
ラ
ッ
ク
は

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
手

動
運
転
に
切
り
替
え
ら

れ
︑本
線
に
合
流
し
た
︒

　

６
年
度
第
４
四
半
期
に
は
︑

６
年
11
月
か
ら
実
施
し
て
き

た
要
素
技
術
検
証
の
結
果
を

踏
ま
え
た
上
で
︑
自
動
運
転

車
優
先
レ
ー
ン
を
設
定
し
た

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
支
援
道

に
お
け
る
実
証
実
験
を
同
じ

区
間
で
開
始
︒
ま
た
︑
７
年

度
以
降
に
東
北
自
動
車
道

（
佐
野
Ｓ
Ａ
~
大
谷
Ｐ
Ａ

間
）
で
も
実
施
す
る
予
定
︒

さ
ら
に
︑
中
長
期
的
に
は
︑

車
両
開
発
状
況
や
物
流
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
︑
自
動
運

転
サ
ー
ビ
ス
支
援
道
の
全
国

展
開
を
目
指
す
こ
と
に
し
て

い
る
（
図
６
）︒＊

　

同
実
証
実
験
を
通
じ
た
様

々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
り
︑

今
後
の
自
動
運
転
ト
ラ
ッ
ク

の
早
期
実
用
化
が
期
待
さ
れ

て
い
る
︒

の
み
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー（
青

緑
色
）
に
点
灯
す
る
自
動
運

転
ラ
ン
プ
も
取
り
付
け
︑
他

の
高
速
道
路
利
用
者
へ
の
周

知
を
図
っ
て
い
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
手
動

運
転
で
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
進
入

図６

（出典）国交省第２回「自動運転インフラ検討会」（６年10月９日）資料

図5

（出典）国交省プレスリリース「新東名高速道路における自動運転トラックの要素技術検証を開始」（６年11月５日）

4
実
証
実
験
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

７
年
度
以
降
は
東
北
道
で
も
実
証
実
験
を
実
施

７
年
度
以
降
は
東
北
道
で
も
実
証
実
験
を
実
施

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
支
援
道
の
全
国
展
開
目
指
す

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
支
援
道
の
全
国
展
開
目
指
す 報道公開当日は、実証実験区間を走行する自動運転トラックの運

転席を映し出すモニターが設置された

停車後には、自動運転トラックが正しい位置に停車できたかを確
認するため、係員による停車位置の測定が行われた

大型トラックの車体に「自動運転実証実験中」と表示し（白矢印）、一般
車両のドライバーへの注意喚起を図った

要素技術検証に使用された大型トラックには、周囲を走行する一般車両
のドライバーへの周知を図るため、自動運転ランプ（白矢印）を設置した
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▼
井
沢
八
郎
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
﹃
あ
ゝ

上
野
駅
﹄（
昭
和
39
年
）︒
高
度
成
長

期
を
支
え
﹁
金
の
卵
﹂
と
呼
ば
れ
た

少
年
少
女
た
ち
は
︑
主
に
東
北
の
中

学
︑
高
校
の
卒
業
生
が
臨
時
の
集
団

就
職
列
車
で
終
点
の
上
野
駅
に
上
京

し
︑
各
就
職
先
に
向
か
い
ま
し
た
︒

﹃
あ
ゝ
上
野
駅
﹄
は
︑
そ
の
集
団
就

職
者
た
ち
の
哀
感
を
切
々
と
歌
い
上

げ
た
応
援
歌
で
す
︒
上
野
駅
中
央
改

札
出
口
を
直
進
す
る
と
︑
道
路
手
前

の
右
側
に
そ
の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
︒
▼
私
が
生
を
受
け
た
の
は

台
東
区
上
野
の
隣
の
区
で
︑
小
学
生

の
時
は
︑
友
人
と
往
路
１
時
間
30
分

を
か
け
て
︑﹁
上
野
の
森
﹂
を
目
指
し

た
も
の
で
す
︒
上
野
恩
賜
公
園
は
都

民
の
憩
い
の
場
で
す
が
︑
実
は
オ
ラ

ン
ダ
の
一
等
軍
医
ボ
ー
ド
ワ
ン
博
士

の
提
言
に
よ
り
明
治
政
府
が
建
設
し

た
も
の
で
す
︒
公
園
内
に
は
美
術
館
︑

博
物
館
︑
動
物
園
や
国
立
大
学
な
ど

公
共
施
設
が
多
数
あ
り
︑
土
日
と
も

な
る
と
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
︒

▼
先
日
︑
国
立
西
洋
美
術
館
で
開
催

中
の
企
画
展
﹃
モ
ネ 

睡
蓮
の
と
き
﹄

に
行
き
ま
し
た
が
︑
早
く
か
ら
長
蛇

の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
︒
公
園
の

中
央
広
場
（
噴
水
前
広
場
）
で
は
︑

毎
週
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
地
方
の
物

産
展
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
︑
名
産

品
が
目
白
押
し
で
す
︒
し
か
し
︑
夜

の
帳
が
下
り
辺
り
一
面
を
暗
闇
に
覆

う
頃
︑
い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
が
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
現
れ
ま
す
︒
あ
る

団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
︑

そ
の
日
に
公
園
近
く
の
飲
食
店
な
ど

か
ら
集
め
た
食
材
や
弁
当
を
配
布
す

る
の
が
22
時
頃
で
す
︒
昼
間
の
顔
と

は
ま
た
違
っ
た
﹁
夜
の
顔
﹂︑
都
会
の

喧
騒
が
現
れ
る
の
で
す
︒
▼
公
園
か

ら
文
京
区
方
向
に
向
か
う
と
︑
森
鴎

外
旧
居
や
横
山
大
観
記
念
館
な
ど
文

豪
の
足
跡
が
そ
こ
か
し
こ
に
存
在
し

ま
す
︒
私
の
好
き
な
江
戸
川
乱
歩
も

上
野
ゆ
か
り
の
１
人
で
す
︒
上
野
は

ま
た
︑
知
る
人
ぞ
知
る
﹁
と
ん
か
つ
﹂

の
名
店
が
揃
い
踏
み
で
す
︒
▼
上
野

不
忍
池
に
隣
接
す
る
湯
島
天
神
で
有

名
な
湯
島
に
は
︑
居
酒
屋
﹁
岩
手
屋
﹂

が
あ
り
ま
す
︒
銘
酒
﹁
七
福
神
﹂
と

岩
手
の
郷
土
料
理
を
求
め
て
︑
毎
夜

個
人
客
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り

訪
れ
ま
す
︒
そ
こ
に
は
故
郷
の
訛
を

求
め
て
人
が
集
い
ま
す
︒
お
店
の
ご

主
人
は
そ
う
で
す
︑
文
頭
で
触
れ
た
︑

集
団
就
職
列
車
で
上
京
し
た
岩
手
県

人
で
す
︒
▼
上
野
駅
か
ら
御
徒
町
駅

ま
で
続
く
﹁
ア
メ
ヤ
横
丁
﹂
は
︑
終

戦
後
の
闇
市
か
ら
か
ら
は
じ
ま
り
︑

﹁
甘
い
菓
子
（
飴
）
を
品
揃
え
し
た

店
が
多
か
っ
た
﹂︑﹁
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
舶
来
品
が
多
か
っ
た
﹂
と
︑
名
前

の
由
来
に
２
つ
説
が
あ
る
そ
う
で
す

が
︑
今
も
賑
わ
う
郷
愁
の
地
で
す
︒

私
に
と
っ
て
上
野
は
﹁
魂
の
町
﹂︑
そ

し
て﹁
垢
抜
け
な
い
町
﹂︒
そ
れ
で
も
︑

﹁
人
を
惹
き
つ
け
る
不
思
議
な
町
﹂

で
す
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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プロフィール

たゆまぬ努力とチャレンジ精神でたゆまぬ努力とチャレンジ精神で
トラックドライバーとしてのキャリアを築くトラックドライバーとしてのキャリアを築く

interview!

7:00
　出社。まず、ドライバーとして、アルコールチェックなど
の業務前点呼をIT	点呼で行う（写真①）。続いて、運
行管理者として、従業員の対面点呼を行う。そのほか、
運行日報のチェックや事務所の清掃、出退勤管理や運行
日報のデータ入力（写真②）などの事務作業を行う。

10:30
　運行準備を開始する。女性用更衣室でドライバー用の
作業服に着替え、「七つ道具」（MEMO参照）を持って、
車両点検を行う（写真③）。「以前プライベートでタイヤバ
ーストを起こした経験から、溝の深さのチェックなど、タイ
ヤの点検は特に重点的に行っています」（原田さん）。

MEMO
　「七つ道具」	は、「車
両点検や荷役作業に
使う道具」のことで、
①ヘルメット、②点検
ハンマー、③グローブ、
④検品用チョーク、⑤
印鑑、⑥ボールペン、
⑦日報――を指す。
原田さんはこの７点の必需品をミニバッグに収納し、運
行に出る際は必ず持ち歩いている（写真）。

11:00
　同じ高崎市内にある医薬品卸会社の物流センターへ向
け出発。「交通事故が多い道路では、とにかく早めの減速
・徐行や、歩行者等の安全確認を徹底しています」（同）。

11:10
　医薬品卸会社の物流センターに到着（写真④）。出庫
されたカゴ台車を検品し、テールゲートリフターを使用しな
がら積み込む。「当営業所の全てのトラックのテールゲート
リフターには、竹内所長の発案で、カゴ台車のタイヤが滑
り落ちないよう、ゴム製の手動ストッパーが足場を囲うように
装着されており（※写真⑥参照）、荷役災害防止に役立
っています」（同）。

12:00
　積み込み完了後、荷物の送付状を持ってトラックに乗り
込み、太田市にある医薬品卸会社の営業所へ向け出発
（写真⑤）。

13:00
　太田市にある医薬品卸会社の営業所に到着。荷台か
らカゴ台車を全て降ろして現地のスタッフに引き渡し、空の
カゴ台車と転送品（物流センターに戻す書類等）を回収
して荷台に積み込む。

13:30
　積み込み完了後、昼食休憩をとった後、高崎市にある
医薬品卸会社の物流センターへ向けて出発。「昼食には、
自分で作ったお弁当を食べます。夫にも同じ内容のお弁当
を作っているのですが、夫に特に好評なメニューは『豚の
からあげ丼』です」（同）。

15:00
　高崎市にある医薬品卸会社の物流センターに到着。カ
ゴ台車や転送品の荷降ろし（写真⑥）を行った後、自社
の車庫に戻って日報を記入（写真⑦）し、休憩をとる。

15:40
　帰社。業務後点呼をIT	点呼で行った後、日報を提出。
内勤用の制服に着替え、帰社してきたドライバーの対面点
呼を行う（写真⑧）。「業務後点呼の際に心がけているこ
とは、『疲れたー！』と言いながら戻ってくるドライバーの表
情や会話のトーンから、体調をしっかりチェックすることです」
（同）。

16:40
　退社。

原田さんのある１日の仕事の流れ

運命的な出会いからはじまったトラックドライバー人生
資格取得やドラコン出場で重ねるキャリア＆スキルアップ

・		10 年以上従事した化粧品販売職を辞し、「車の運転を仕事にした
い」と、33 歳でライトバンによる医薬品のルート配送ドライバーに転
身したが、会社の合併に伴い退職。退職日に偶然遭遇した人物と
の出会いをきっかけに、㈱トーハイ	医薬品事業本部	高崎営業所
へ平成 23 年 11月に入社（ interview! 参照）。

・		平成 27 年に運行管理者、28 年に乙種第 4類危険物取扱者、29
年に大型自動車免許を立て続けに取得。令和 3 年には第 1 種衛
生管理者も取得。

・		令和 5 年・6 年と2 年連続で、群馬県代表として「全国トラックドラ
イバー・コンテスト」に出場。
・		趣味はスイーツづくりで、自作のスイーツを会社でおすそ分けするこ
とも。中でも「なめらかプリン」は人気メニューで、その味には竹
内所長も太鼓判を押す。
担当業務：13 トン車による医薬品輸送、運行管理者
勤続年数：13 年３か月
取得資格： 大型自動車免許、運行管理者、乙種第 4類危険物取扱者、第 1種衛生管理者

◆�入社のきっかけや、入社から今までの仕事内容につい
て教えてください。

　前職では、高崎市内でライトバンによる医薬品のルー
ト配送をしていましたが、会社の合併に伴い退職をする
ことになりました。退職日に会社へあいさつに行った際、
営業でいらしていたのが、当時の当社の高崎営業所長
でした。その際、前職で親しくしていた倉庫作業スタッ
フの方が、当時の所長に私を紹介し、「彼女は今日で退
職するから、何かあれば仕事を紹介してあげてほしい」
とおっしゃって、その場で当時の所長にお名刺をいただ
きました。するとその数か月後、当時の所長から「もし
よろしかったら面接に来てくださいますか」と本当にお
電話があったのです。前職と同じく医薬品を輸送するお
仕事をしている会社だということは存じ上げていました
ので、運命的な出会いだと思い、平成 23 年 10月に当
営業所へ面接に訪れました。
　面接の場では、「2トンのバン型車で病院や薬局をま
わって医薬品を届けるコースを新たに作るので、そのド
ライバーになってほしい」と説明を受けました。前職で
乗務していたライトバンよりも大きい2トン車を運転する
ことに少し抵抗はあったのですが、同じような仕事内容
だったので、お受けすることにしました。2トン車はライ
トバンとは運転の勝手が違う上に、セミオートマ車両だ
ったので、運転に完全に慣れるまで、3週間ほど練習を
させていただきました。また、併せて、医薬品を取り扱
うにあたっての細かい注意事項を覚えるための研修も、
2週間ほど行いました。
　入社からずっと２トン車に乗務していましたが、大型免
許の取得後、日中に大型車で栃木県内での配送を行う
運行ができて以降は、１３トン車に乗務しています。また、
ひとり立ち以降は、現在の午後便と同じ内容の仕事を
午前中にも行う2便体制の運行を担当していましたが、
近年は運行管理などの事務作業を午前中に行い、午後
は運行に出ています。

◆�資格取得やトラックドライバー・コンテスト出場を通じ
て得たものはなんですか。

　運行管理者資格は、当時の所長から提案されて受験
し、合格しました。運行管理者の試験勉強を通じて学
習意欲が高まり、「トラックドライバーの仕事をするため

に役に立ちそうな他の資格も取得したい」と思うように
なり、立て続けに各種資格を取得しました。当社には、
運転以外の資格についても補助制度があるため、今ま
で取得した資格は全て、その補助制度を活用して取得
したものです。
　大型免許を取得し、大型ドライバーになりたいと思う
ようになったのは、平成 28 年頃のことでした。２トン車
で運行に出ている時に、トレーラーに乗務する女性ドラ
イバーとすれ違う機会があり、「自分もいつか大きいトラ
ックに乗りたい」という憧れが芽生えました。そして翌年、
「大型免許を取得したい」と自ら会社へ申し出て、会
社の補助制度を活用し、週末など、仕事が休みの日に
教習所へ通って、大型免許を取得しました。私は学生
時代、勉強が好きなタイプではなかったのですが、資格
取得のための勉強はとても楽しく、その成果として仕事
に役立つという、「目に見えて結果が出ること」に大き
なやりがいを感じました。
　また、ドラコン出場（写真）を通じて、安全運転に対
する意識が格段に高まりました。交通法規の勉強をする
ことで、それまではなんとなく理解した気になっていた
道路標識についての交通ルールの根拠や理由を正確に
理解できるようになったことは、大きな財産になりました
し、「日々勉強を重ねた甲斐があった」と心から思います。
２年間のドラコン出場から学んだ交通安全に関する知識
を、今後も営業所内で共有・活用していきたいです。

原田さんは日々、どのようなお仕事に携わっているので
しょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

株式会社トーハイ
［代表取締役社長　花房 伸介］

医薬品事業本部 高崎営業所   ［所長 竹内 茂樹］
営業所所在地	 群馬県高崎市大八木町 372-1
会社資本金	 3,000 万円
営業所設立日	 平成 15 年 11月4日
営業所従業員数	 24 人（ドライバー１８人、うち女性２人）
営業所車両数	 15 台

ドライバーをワンボックスカー→大型車乗務へと育成ドライバーをワンボックスカー→大型車乗務へと育成
「応募しやすく働きやすい環境」を整備し女性雇用を拡大！「応募しやすく働きやすい環境」を整備し女性雇用を拡大！

木谷常務に
訊く！

　高崎営業所では、大型車やワンボックスカー、２トン車での医薬品輸送を行って
います。求人の応募要件は「普通免許のみの保有者も可」としており、原田さん
のように「軽自動車やライトバンでの配送経験者が入社し、まずワンボックスカーや２
トン車の配送ドライバーになり、会社の補助制度を利用して大型免許を取得してか
ら、大型ドライバーにステップアップする」というケースが多いです。
　原田さんは当社初の女性ドライバーです。原田さんが入社した頃から徐々に女性ドライバー
が増え、現在当社全体では６人、うち高崎営業所には２人の女性ドライバーが在籍し、原田
さんのほかに、今まさにワンボックスカ
ーから大型車ドライバーにステップアッ
プしようとしている20 代のドライバー
がいます。
　当社では、全営業所に女性用更

衣室を設置するなど、女性の働きやすい環境を整備し、ワンボッ
クスカーでの配送業務や短時間シフトを設けることで、女性をドラ
イバー職にさらに採用していきたいと考えています。また当社では
女性管理職の登用実績があり、現在成田営業所では女性が所
長を務めています。今後、原田さんには役職のステップアップや、
ドライバーの安全教育における活躍も期待しています。

原
は ら だ

田　恵
めぐみ

さん

木谷　圭吾
常務取締役・管理部長

原田さんはこんな人！
　原田さんはコ
ミュニケーション
能力が高く、物
腰のやわらかい
方です。社内で
も、お客様に対
しても、相手へ
の心配りが行き
届いた接し方を
してくれるため、

上司として本当に助かっています。また、免許や資格を率先し
て取得したり、トラックドライバー・コンテストにもチャレンジしたり
する、その前向きに努力する姿勢が他の模範となっていま
す。　　　　　　　（竹内茂樹営業所長、写真右）

　連載第 42 回目となる今回
取り上げるのは、「１３トン車ド
ライバー＋運行管理者」の
お仕事です。㈱トーハイ 医
薬品事業本部 高崎営業所
（群馬県）の原田恵さんが
登場します。

第42回 「13トン車ドライバー＋運行管理者」原田恵さん（㈱トーハイ 医薬品事業本部 高崎営業所・群馬県）


